
一

　は
じ
め
に

　中
村
忠
一
は
、
慶
長
五
年
（
一
六
○
○
）
一
一
月
伯
耆
国
一
七
万
五
○
○
○
石

を
得
て
米
子
城
主
と
な
っ
た
が
、
同
一
四
年
（
一
六
○
九
）
五
月
に
継
嗣
な
き
ま

ま
没
し
、
こ
れ
に
て
中
村
家
は
断
絶
し
た（
１
）。
こ
の
間
の
同
八
年
（
一
六
○
三
）

一
一
月
に
起
こ
っ
た
横
田
騒
動
―
―
忠
一
自
ら
重
臣
横
田
内
膳
正
村
詮
を
成
敗
し

た
事
件
―
―
が
よ
く
知
ら
れ
て
い
る（
２
）。

　こ
の
度
『
報
仇
記
談
』
な
る
写
本
が
あ
っ
て
そ
の
中
に
「
伯
州
米
子
の
城
下
敵

討
の
事
」
と
称
す
る
実
録
が
収
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
知
り
得
た
。
ま
ず
『
報
仇

記
談
』
に
つ
い
て
記
す
。
依
拠
し
た
東
京
都
立
中
央
図
書
館
東
京
誌
料
本
は
、

一
五
巻
一
五
冊
。
松
江
藩
松
平
家
子
孫
に
あ
た
る
松
平
直
亮
氏
の
寄
贈
。
伊
賀
越

敵
討
、
勢
州
亀
山
敵
討
な
ど
全
国
的
に
知
ら
れ
た
事
件
を
は
じ
め
計
二
二
種
の

敵
討
譚
を
収
録
す
る
。
そ
の
中
の
一
つ
が
「
伯
州
米
子
の
城
下
敵
討
の
事
」（
全

四
五
丁
）
で
あ
る
。
通
常
の
実
録
の
如
く
章
段
を
立
て
て
記
す
の
で
は
な
く
、
全

体
を
一
連
な
り
で
書
い
て
い
る（
３
）。

　こ
の
「
伯
州
米
子
の
城
下
敵
討
の
事
」
を
一
読
し
て
気
付
か
さ
れ
る
の
は
、
米

子
中
村
家
の
草
創
か
ら
断
絶
ま
で
の
こ
と
を
記
し
な
が
ら
、
前
記
の
横
田
騒
動
に

全
く
触
れ
な
い
点
で
あ
る
。
た
だ
し
後
述
す
る
よ
う
に
、
作
者
は
横
田
騒
動
の
こ

と
を
承
知
し
て
い
て
敢
え
て
書
か
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
と
推
測
す
る
。
そ
の
一

方
で
、
忠
一
周
辺
に
お
け
る
衆
道
を
め
ぐ
る
騒
動
の
事
、
甘
利
三
郎
四
郎
な
る
人

物
に
よ
る
敵
討
の
事
を
中
心
に
据
え
て
い
る
。
ま
ず
以
下
に
こ
の
実
録
の
梗
概
を

掲
げ
る
。

⑴
中
村
一
氏
は
、
豊
臣
秀
吉
の
も
と
天
正
一
八
年
（
一
五
九
○
）
小
田
原
の
北
条

【
論

　文
】摘

　
　要

　「伯
州
米
子
の
城
下
敵
討
の
事
」
は
、
近
世
初
期
、
米
子
藩
中
村
家
を
舞
台
と
す
る
実
録
で
あ
る
。
本
作
は
、
同
家
の
歴
史
を
根
底
に
置
き
な
が
ら
仮

構
の
話
と
関
連
づ
け
て
成
立
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
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攻
め
に
お
い
て
軍
功
を
挙
げ
、
駿
河
国
の
太
守
と
な
っ
た
が
、
秀
吉
没
後
は
徳

川
家
康
に
対
し
忠
義
の
志
を
表
し
た
。
家
康
は
こ
れ
に
応
え
、
一
氏
病
没
後
、

直
ち
に
嫡
子
忠
一
に
伯
耆
国
を
与
え
た
。

⑵
忠
一
は
長
野
織
之
助
な
る
側
小
姓
を
寵
愛
し
て
い
た
。
家
中
十
人
余
の
輩
が
織

之
助
に
執
心
す
る
が
、
彼
の
対
応
が
冷
淡
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
怨
恨
を
生
じ
闇

討
ち
に
す
る
。

⑶
忠
一
は
十
人
余
の
輩
が
か
ね
て
織
之
助
に
懸
想
の
状
を
送
っ
て
い
た
こ
と
を

知
っ
て
激
怒
し
、
そ
の
一
人
神
原
靱
負
を
、
殊
に
許
し
難
し
と
し
て
手
討
ち
に

す
る
。
続
い
て
こ
の
輩
の
中
の
沼
尻
小
源
吾
、
手
塚
十
内
が
、
更
に
後
日
高
原

所
左
衛
門
、
大
野
木
次
郎
九
郎
が
手
討
ち
に
遭
う
。
た
だ
し
そ
れ
ら
は
直
接
に

は
太
守
面
前
で
の
無
礼
や
不
首
尾
を
咎
め
た
も
の
で
あ
っ
た
。

⑷
大
野
木
次
郎
九
郎
の
母
、
神
原
靱
負
の
母
が
そ
れ
ぞ
れ
、
殿
は
乱
心
に
て
家
臣

を
手
討
ち
に
し
て
い
る
と
江
戸
、
駿
府
に
お
い
て
吹
聴
し
、
こ
れ
が
将
軍
秀

忠
、
大
御
所
家
康
の
耳
に
入
っ
た
。
家
康
と
秀
忠
は
か
ね
て
よ
り
忠
一
に
憐
愍

深
く
、
中
村
家
中
に
対
し
て
、
忠
一
を
別
座
敷
に
し
ば
ら
く
置
い
て
様
子
を
見

届
け
る
よ
う
命
じ
た
。
こ
れ
は
座
敷
牢
ま
で
は
必
要
な
し
と
す
る
も
の
で
あ
っ

た
。

⑸
然
る
に
米
子
城
中
で
は
、
大
目
付
大
野
木
軍
兵
衛
ら
が
、
忠
一
を
座
敷
牢
に
入

れ
る
べ
し
と
主
張
し
た
。
家
老
の
野
一
色
頼
母
、
仁
木
久
米
右
衛
門
、
藪
監
物

は
、
も
し
御
家
没
収
と
な
れ
ば
、
当
家
の
金
子
を
持
ち
逃
げ
し
よ
う
と
企
ん
で

お
り
、
大
野
木
ら
の
説
に
同
意
す
る
。
そ
の
よ
う
な
中
長
柄
大
将
の
甘
利
三
郎

左
衛
門
の
み
、
殿
に
は
全
く
非
道
無
く
、
こ
の
旨
を
江
戸
・
駿
府
へ
申
し
立
て

る
べ
し
と
主
張
す
る
。
甘
利
と
同
格
の
長
柄
大
将
長
野
六
郎
左
衛
門
は
こ
れ
を

頭
ご
な
し
に
否
定
し
、
激
し
い
論
争
の
末
甘
利
は
抑
え
ら
れ
る
。

⑹
忠
一
は
、
手
込
め
同
然
に
座
敷
牢
に
入
れ
ら
れ
、
こ
れ
を
無
念
と
し
て
叫
喚

し
、
後
に
は
真
実
の
狂
乱
と
な
り
終
に
死
ぬ
。
家
老
た
ち
は
金
子
を
秘
か
に

持
っ
て
逃
れ
る
。

⑺
忠
一
を
死
に
追
い
や
っ
た
者
共
は
、
甘
利
が
幕
府
に
直
訴
に
出
か
ね
な
い
様
子

と
見
て
取
り
警
戒
し
、
長
野
が
闇
討
ち
に
す
る
。

⑻
遺
さ
れ
た
甘
利
の
妻
、
息
子
三
郎
四
郎
（
一
一
歳
）、
娘
於
幸
（
八
歳
）
は
京

都
へ
出
る
。
三
郎
四
郎
は
比
叡
山
横
川
の
恵
心
院
に
入
り
小
姓
と
な
る
も
、
敵

討
成
就
の
み
を
願
い
、
天
真
流
の
達
人
無
我
斎
に
三
年
に
わ
た
っ
て
指
南
を
受

け
剣
術
奥
義
に
達
す
る
。
ま
た
伯
母
婿
（
三
郎
左
衛
門
の
姉
婿
）
の
矢
野
和
泉

守
が
訪
ね
て
来
て
力
を
付
け
る
。

⑼
甘
利
家
の
草
履
取
り
で
あ
っ
た
八
平
が
三
郎
四
郎
に
合
流
し
て
助
け
る
。
二
人

は
長
野
を
追
っ
て
近
江
、
隠
岐
へ
と
赴
く
。
大
坂
へ
至
り
路
次
の
辻
堂
に
休
む

と
、
二
人
同
じ
夢
を
見
る
。
即
ち
亡
き
三
郎
左
衛
門
が
現
れ
、
自
分
と
長
野
に

は
前
生
以
来
の
遺
恨
が
あ
っ
て
、
こ
れ
が
先
の
闇
討
ち
を
も
た
ら
し
た
の
で
あ

る
こ
と
、
今
長
野
は
所
持
す
る
命
符
に
守
ら
れ
て
お
り
、
討
つ
こ
と
が
叶
う
の

は
自
分
の
三
十
三
回
忌
の
時
で
あ
る
こ
と
を
告
げ
る
。
こ
の
あ
と
三
郎
四
郎
は

長
野
の
探
索
、
武
術
鍛
錬
を
続
け
る
。

⑽
長
野
は
仕
官
を
求
め
て
江
戸
へ
下
る
が
叶
わ
ず
、
再
び
伯
耆
へ
帰
る
途
上
船
が

遭
難
し
、
所
持
し
て
い
た
命
符
を
失
う
。
帰
国
後
人
に
算
道
筆
道
を
指
南
し
て

生
活
す
る
。

⑾
三
郎
四
郎
は
こ
の
こ
と
を
聞
き
出
し
、
亡
父
三
十
三
回
忌
の
祥
月
日
、
長
野
を

待
ち
受
け
勝
負
し
て
討
ち
取
る
。
直
ち
に
剃
髪
し
以
後
仏
道
に
専
心
す
る
。

　本
作
の
題
は
「
伯
州
米
子
の
城
下
敵
討
の
事
」
と
あ
る
が
、
実
際
に
は
中
村
家

騒
動
と
断
絶
を
め
ぐ
る
話
、
甘
利
三
郎
四
郎
の
敵
討
の
話
、
大
き
く
二
つ
に
よ
っ

て
構
成
さ
れ
て
い
る
。
後
述
す
る
よ
う
に
こ
の
二
つ
の
話
自
体
は
何
れ
も
仮
構
と

実
録
「
伯
州
米
子
の
城
下
敵
討
の
事
」
に
つ
い
て
（
田
中
則
雄
）

二
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見
ら
れ
る
。
そ
の
一
方
で
作
中
要
所
に
お
い
て
中
村
家
に
関
す
る
実
説
を
踏
ま
え

た
記
述
が
見
出
さ
れ
る
。
こ
の
実
録
に
お
い
て
仮
構
と
実
説
と
は
い
か
な
る
関
係

に
置
か
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
こ
と
の
考
察
を
本
稿
の
中
心
課
題
と
す

る
。

二

　中
村
家
の
騒
動
と
断
絶

（
一
）
連
続
手
討
ち
事
件

　本
作
で
は
中
村
家
に
お
い
て
有
名
な
横
田
騒
動
に
つ
い
て
は
全
く
取
り
上
げ
な

い
故
、
一
見
作
者
は
同
家
の
歴
史
に
は
関
知
せ
ず
単
に
名
の
み
借
り
て
あ
と
は
随

意
に
創
作
し
た
か
と
思
え
る
が
、
そ
う
で
は
な
い
。
ま
ず
冒
頭
に
次
の
如
く
中
村

家
の
由
緒
に
つ
い
て
記
し
て
い
る
。

抑
伯
耆
の
国
米
子
の
城
主
松
平
伯
耆
守
従
四
位
侍
従
忠
一
は
、
本
名
中
村
な

り
。
太
閤
御
取
立
に
て
中
村
孫
平
次
一
氏
其
身
実
忠
を
尽
し
け
る
ゆ
ゑ
に
、

中
村
式
部
少
輔
と
昇
し
ん
し
、
天
正
十
八
年
北
条
征
ば
つ
の
せ
つ
、
氏
政
の

本
城
小
田
は
ら
の
一
の
手
先
山
中
の
城
を
責
落
し
武
名
を
一
時
に
挙
し
、
そ

の
戦
功
に
依
て
駿
河
一
ヶ
国
を
た
ま
は
り
天
下
の
三
中
老
の
一
人
に
撰
れ

し
。
以
後
太
閤
他
界
の
翌
年
慶
長
四
年
長
病
に
て
駿
河
府
中
に
在
城
せ
し

が
、
同
く
五
年
関
ヶ
原
一
乱
の
砌
、
神
君
関
東
御
下
向
の
節
府
中
御
旅
館
は

中
村
が
家
老
の
横
田
内
膳
が
屋
敷
に
一
夜
の
御
泊
と
被
仰
出
し
が
、
乍
病
中

式
部
少
輔
肩
輿
に
乗
て
罷
り
こ
し
御
機
嫌
被
相
伺
し
に
、
御
前
へ
被
召
出
御

懇
意
の
御
約
束
あ
り
。
御
由
緒
打
続
て
御
疎
遠
な
く
、
一
氏
の
嫡
子
一
学
御

見
捨
無
之
、
父
式
部
少
輔
病
死
た
り
し
か
共
、
関
ヶ
原
御
勝
利
の
後
伯
州
一

国
に
一
学
へ
被
下
之
于
時
十

二

　歳
米
子
在
城
、
剰
江
戸
将
軍
家
よ
り
御
諱
の
御
一
字

を
下
さ
れ
忠
一
と
号
し
け
り
。

ま
ず
中
村
一
氏
が
、
秀
吉
の
も
と
で
殊
に
北
条
攻
め
に
軍
功
あ
り
駿
河
国
を
得
て

三
中
老
の
一
人
と
な
っ
た
こ
と
、
秀
吉
没
後
は
家
康
に
接
近
し
、
家
康
が
駿
河

国
を
訪
れ
た
際
家
老
の
横
田
内
膳
屋
敷
を
宿
舎
と
し
（
関
ヶ
原
の
戦
の
折
と
す

る
が
、
正
確
に
は
上
杉
景
勝
を
攻
め
る
た
め
家
康
が
奥
州
へ
向
か
う
途
中
の
こ

と
）、
病
身
を
押
し
て
面
会
に
赴
き
忠
義
を
誓
い
、
こ
れ
に
よ
っ
て
一
氏
没
後
未

だ
幼
い
一
学
は
伯
耆
国
に
封
ぜ
ら
れ
、
且
つ
将
軍
秀
忠
よ
り
忠
字
を
与
え
ら
れ
忠

一
と
号
し
た
こ
と
が
書
か
れ
る
が
、
こ
れ
ら
は
次
の
新
井
白
石
『
藩
翰
譜
』
巻

一
二
上
・
中
村
の
項
に
見
え
る
所
と
合
致
す
る
。

一
氏
、
一
生
の
高
名
多
き
中
に
も
、
同
じ
き
（
天
正
）
十
八
年
北
条
を
討
た

れ
し
時
、
山
中
の
城
の
先
登
し
、
忽
に
城
を
攻
め
落
し
、
関
白
の
御
感
か
う

む
り
、
勲
功
の
賞
と
し
て
駿
河
国
を
賜
り
、
…
…
太
閤
薨
じ
給
ひ
な
ん
年
の

七
月
、
中
老
の
職
に
な
さ
れ
天
下
の
政
務
に
預
り
ぬ
。
…
…
慶
長
五
年
の

夏
、
徳
川
殿
、
上
杉
中
納
言
御
追
討
あ
ら
ん
と
て
奥
に
下
ら
せ
給
ひ
し
時
、

一
氏
既
に
病
の
床
に
臥
し
て
お
の
が
城
に
あ
り
。
…
…
六
月
廿
五
日
、
彼
の

城
に
至
ら
せ
給
ひ
し
か
ば
、
家
人
横
田
内
膳
が
家
を
仮
の
御
館
と
し
て
様
々

の
御
設
け
し
、
我
身
も
輿
に
か
き
載
せ
ら
れ
て
御
館
に
参
り
、「
一
氏
重
病

に
犯
さ
れ
て
此
度
御
供
に
侍
は
ぬ
こ
そ
遺
恨
に
侍
れ
。
子
息
い
ま
だ
幼
な

し
。
舎
弟
一
栄
に
軍
勢
つ
け
て
参
ら
す
べ
き
に
て
候
」
と
申
す
。
誠
に
苦
し

げ
な
る
有
様
に
て
、
申
す
事
も
定
か
に
は
聞
え
ず
。
…
…
関
が
原
の
合
戦
終

て
の
ち
、
此
年
十
一
月
、
一
氏
が
子
息
わ
づ
か
十
歳
、
伯
耆
の
国
を
賜
は

る
十
七
万

五
千
石
。
彼
亡
父
が
志
に
報
い
給
ふ
所
と
ぞ
聞
え
け
る
。
其
後
右
大
将
家

台
徳
院
殿

の
御
事

御
前
に
て
元
服
の
儀
あ
り
て
、
御
家
号
幷
に
御
諱
字
賜
ひ
、
叙
爵
さ

せ
て
松
平
伯
耆
守
忠
一
と
召
さ
れ
、
又
大
御
所
の
御
養
君
を
彼
妻
と
な
さ

る（
４
）。

同
様
の
事
は
『
台
徳
院
御
実
紀
』
巻
九
・
慶
長
一
四
年
五
月
の
条（

５
）等
に
も
見
え

実
録
「
伯
州
米
子
の
城
下
敵
討
の
事
」
に
つ
い
て
（
田
中
則
雄
）

三
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見
ら
れ
る
。
そ
の
一
方
で
作
中
要
所
に
お
い
て
中
村
家
に
関
す
る
実
説
を
踏
ま
え

た
記
述
が
見
出
さ
れ
る
。
こ
の
実
録
に
お
い
て
仮
構
と
実
説
と
は
い
か
な
る
関
係

に
置
か
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
こ
と
の
考
察
を
本
稿
の
中
心
課
題
と
す

る
。

二

　中
村
家
の
騒
動
と
断
絶

（
一
）
連
続
手
討
ち
事
件

　本
作
で
は
中
村
家
に
お
い
て
有
名
な
横
田
騒
動
に
つ
い
て
は
全
く
取
り
上
げ
な

い
故
、
一
見
作
者
は
同
家
の
歴
史
に
は
関
知
せ
ず
単
に
名
の
み
借
り
て
あ
と
は
随

意
に
創
作
し
た
か
と
思
え
る
が
、
そ
う
で
は
な
い
。
ま
ず
冒
頭
に
次
の
如
く
中
村

家
の
由
緒
に
つ
い
て
記
し
て
い
る
。

抑
伯
耆
の
国
米
子
の
城
主
松
平
伯
耆
守
従
四
位
侍
従
忠
一
は
、
本
名
中
村
な

り
。
太
閤
御
取
立
に
て
中
村
孫
平
次
一
氏
其
身
実
忠
を
尽
し
け
る
ゆ
ゑ
に
、

中
村
式
部
少
輔
と
昇
し
ん
し
、
天
正
十
八
年
北
条
征
ば
つ
の
せ
つ
、
氏
政
の

本
城
小
田
は
ら
の
一
の
手
先
山
中
の
城
を
責
落
し
武
名
を
一
時
に
挙
し
、
そ

の
戦
功
に
依
て
駿
河
一
ヶ
国
を
た
ま
は
り
天
下
の
三
中
老
の
一
人
に
撰
れ

し
。
以
後
太
閤
他
界
の
翌
年
慶
長
四
年
長
病
に
て
駿
河
府
中
に
在
城
せ
し

が
、
同
く
五
年
関
ヶ
原
一
乱
の
砌
、
神
君
関
東
御
下
向
の
節
府
中
御
旅
館
は

中
村
が
家
老
の
横
田
内
膳
が
屋
敷
に
一
夜
の
御
泊
と
被
仰
出
し
が
、
乍
病
中

式
部
少
輔
肩
輿
に
乗
て
罷
り
こ
し
御
機
嫌
被
相
伺
し
に
、
御
前
へ
被
召
出
御

懇
意
の
御
約
束
あ
り
。
御
由
緒
打
続
て
御
疎
遠
な
く
、
一
氏
の
嫡
子
一
学
御

見
捨
無
之
、
父
式
部
少
輔
病
死
た
り
し
か
共
、
関
ヶ
原
御
勝
利
の
後
伯
州
一

国
に
一
学
へ
被
下
之
于
時
十

二

　歳
米
子
在
城
、
剰
江
戸
将
軍
家
よ
り
御
諱
の
御
一
字

を
下
さ
れ
忠
一
と
号
し
け
り
。

ま
ず
中
村
一
氏
が
、
秀
吉
の
も
と
で
殊
に
北
条
攻
め
に
軍
功
あ
り
駿
河
国
を
得
て

三
中
老
の
一
人
と
な
っ
た
こ
と
、
秀
吉
没
後
は
家
康
に
接
近
し
、
家
康
が
駿
河

国
を
訪
れ
た
際
家
老
の
横
田
内
膳
屋
敷
を
宿
舎
と
し
（
関
ヶ
原
の
戦
の
折
と
す

る
が
、
正
確
に
は
上
杉
景
勝
を
攻
め
る
た
め
家
康
が
奥
州
へ
向
か
う
途
中
の
こ

と
）、
病
身
を
押
し
て
面
会
に
赴
き
忠
義
を
誓
い
、
こ
れ
に
よ
っ
て
一
氏
没
後
未

だ
幼
い
一
学
は
伯
耆
国
に
封
ぜ
ら
れ
、
且
つ
将
軍
秀
忠
よ
り
忠
字
を
与
え
ら
れ
忠

一
と
号
し
た
こ
と
が
書
か
れ
る
が
、
こ
れ
ら
は
次
の
新
井
白
石
『
藩
翰
譜
』
巻

一
二
上
・
中
村
の
項
に
見
え
る
所
と
合
致
す
る
。

一
氏
、
一
生
の
高
名
多
き
中
に
も
、
同
じ
き
（
天
正
）
十
八
年
北
条
を
討
た

れ
し
時
、
山
中
の
城
の
先
登
し
、
忽
に
城
を
攻
め
落
し
、
関
白
の
御
感
か
う

む
り
、
勲
功
の
賞
と
し
て
駿
河
国
を
賜
り
、
…
…
太
閤
薨
じ
給
ひ
な
ん
年
の

七
月
、
中
老
の
職
に
な
さ
れ
天
下
の
政
務
に
預
り
ぬ
。
…
…
慶
長
五
年
の

夏
、
徳
川
殿
、
上
杉
中
納
言
御
追
討
あ
ら
ん
と
て
奥
に
下
ら
せ
給
ひ
し
時
、

一
氏
既
に
病
の
床
に
臥
し
て
お
の
が
城
に
あ
り
。
…
…
六
月
廿
五
日
、
彼
の

城
に
至
ら
せ
給
ひ
し
か
ば
、
家
人
横
田
内
膳
が
家
を
仮
の
御
館
と
し
て
様
々

の
御
設
け
し
、
我
身
も
輿
に
か
き
載
せ
ら
れ
て
御
館
に
参
り
、「
一
氏
重
病

に
犯
さ
れ
て
此
度
御
供
に
侍
は
ぬ
こ
そ
遺
恨
に
侍
れ
。
子
息
い
ま
だ
幼
な

し
。
舎
弟
一
栄
に
軍
勢
つ
け
て
参
ら
す
べ
き
に
て
候
」
と
申
す
。
誠
に
苦
し

げ
な
る
有
様
に
て
、
申
す
事
も
定
か
に
は
聞
え
ず
。
…
…
関
が
原
の
合
戦
終

て
の
ち
、
此
年
十
一
月
、
一
氏
が
子
息
わ
づ
か
十
歳
、
伯
耆
の
国
を
賜
は

る
十
七
万

五
千
石
。
彼
亡
父
が
志
に
報
い
給
ふ
所
と
ぞ
聞
え
け
る
。
其
後
右
大
将
家

台
徳
院
殿

の
御
事

御
前
に
て
元
服
の
儀
あ
り
て
、
御
家
号
幷
に
御
諱
字
賜
ひ
、
叙
爵
さ

せ
て
松
平
伯
耆
守
忠
一
と
召
さ
れ
、
又
大
御
所
の
御
養
君
を
彼
妻
と
な
さ

る（
４
）。

同
様
の
事
は
『
台
徳
院
御
実
紀
』
巻
九
・
慶
長
一
四
年
五
月
の
条（

５
）等
に
も
見
え

実
録
「
伯
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米
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の
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の
事
」
に
つ
い
て
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る
。
作
者
は
先
ず
史
実
と
認
識
さ
れ
て
い
た
と
こ
ろ
を
基
盤
に
置
き
、
そ
の
上
に

創
作
性
の
強
い
話
を
配
置
し
よ
う
と
し
た
も
の
と
見
て
取
れ
る
。

　こ
の
あ
と
史
実
に
お
い
て
は
、
慶
長
八
年
（
一
六
○
三
）
一
一
月
に
横
田
騒
動

―
―
忠
一
が
家
老
横
田
内
膳
正
を
呼
び
付
け
て
成
敗
し
、
横
田
に
加
担
す
る
者
た

ち
と
戦
闘
に
及
ん
だ
事
件
―
―
が
起
こ
っ
て
い
る
が
、
こ
の
実
録
で
は
こ
れ
に
は

全
く
触
れ
よ
う
と
し
な
い
。
そ
の
一
方
で
、
忠
一
の
男
色
に
端
を
発
す
る
騒
動
が

あ
っ
た
と
し
て
、
そ
の
経
緯
を
詳
細
に
描
く
。
以
下
そ
の
部
分
を
整
理
し
つ
つ
掲

げ
る
。
先
ず
、
忠
一
が
側
小
姓
長
野
織
之
助
を
寵
愛
し
て
い
た
こ
と
、
当
時
衆
道

を
め
ぐ
っ
て
主
従
の
間
で
も
張
り
合
う
ほ
ど
の
風
俗
が
あ
っ
た
こ
と
を
述
べ
る
。

長
野
織
之
助
、
男
色
無
類
の
異
質
に
て
、
主
人
伯
州
側
臥
の
御
伽
た
る
所
、

其
比
迄
は
士
分
の
輩
衆
道
の
意
地
合
に
て
主
従
の
礼
義
も
忘
れ
武
道
を
琢
き

遺
恨
を
以
て
生
死
を
争
ふ
事
不
及
是
非
、
国
々
一
致
の
風
俗
に
て
、

か
く
て
家
中
十
人
余
の
輩
が
織
之
助
に
執
心
す
る
が
、
殿
の
寵
愛
を
受
け
る
身
と

て
対
応
は
冷
淡
、
こ
れ
を
恨
み
織
之
助
を
闇
討
ち
に
し
よ
う
と
密
談
す
る
。
こ
の

こ
と
を
忠
一
は
聞
き
知
っ
た
が
、
反
応
は
極
め
て
冷
静
で
あ
っ
た
と
す
る
。

（
忠
一
は
）
若
年
な
が
ら
も
国
主
の
器
量
あ
り
し
か
ば
、
我
寵
愛
の
道
に
迷

ひ
家
中
の
小
伜
を
男
色
よ
り
贔
屓
し
外
の
輩
執
心
す
る
本
意
を
遮
る
も
よ
し

な
し
と
、
夫
と
は
な
し
に
側
小
性
を
ゆ
る
さ
せ
表
小
性
に
被
成
し
は
、
伯
州

の
淵
底
、
主
人
の
身
に
は
至
極
神
妙
な
る
行
跡
な
り
。

こ
の
よ
う
に
忠
一
が
大
名
と
し
て
の
器
量
を
備
え
決
し
て
短
慮
に
任
せ
て
行
動
す

る
人
物
で
は
な
か
っ
た
と
の
見
方
を
、
作
者
は
こ
の
あ
と
も
度
々
示
し
て
い
る
。

し
か
し
忠
一
の
意
に
反
し
て
一
同
は
対
決
姿
勢
を
顕
わ
に
し
て
い
っ
た
。

是
を
責
て
本
懐
と
存
じ
、
十
人
余
の
輩
思
ひ
切
べ
き
事
男
道
の
筋
目
た
ら
ん

に
、「
わ
れ
〳
〵
が
闇
討
の
勇
勢
に
恐
れ
、
主
人
伯
耆
守
年
若
ゆ
ゑ
、
家
来

の
勇
に
斟
酌
し
、
織
之
助
を
ば
表
へ
出
し
、
一
分
の
存
念
も
不
遂
織
之
助
を

も
突
出
し
捨
殺
し
と
い
ふ
物
な
り
。
此
上
は
寸
々
に
切
殺
し
、
執
心
せ
し
大

勢
の
鬱
憤
を
散
ぜ
よ
」
と
、
皆
々
非
義
の
所
存
に
て
、

か
く
て
織
之
助
が
大
山
参
詣
に
出
た
と
こ
ろ
を
待
ち
掛
け
て
討
つ
。
そ
れ
で
も
忠

一
は
、
証
拠
な
き
上
は
如
何
と
も
な
し
難
し
と
冷
静
に
受
け
と
め
た
。

是
慥
に
執
心
せ
し
十
人
余
り
の
侍
ど
も
が
仕
業
よ
と
存
じ
ら
る
ゝ
と
い
へ
ど

も
、
大
切
の
人
殺
の
事
、
手
元
を
も
不
見
定
証
拠
も
な
く
て
は
推
量
の
詮

義
、
家
中
騒
動
の
根
元
な
り
と
、
年
若
に
は
神
妙
な
る
堪
忍
情
強
く
、

し
か
し
終
に
十
人
余
の
輩
が
織
之
助
に
懸
想
の
状
を
送
っ
て
い
た
こ
と
を
知
る
。

殊
に
神
原
靱
負
が
数
通
の
状
を
送
っ
て
い
た
と
聞
い
て
、「
大
に
せ
き
上
給
ひ
」、

即
刻
手
討
ち
に
し
た
。
た
だ
し
作
者
は
、
こ
の
神
原
靱
負
は
、
忠
一
が
駿
府
在
城

時
代
に
、
殊
勝
な
少
年
と
認
め
、
士
分
に
な
り
た
い
と
強
く
望
む
故
殊
に
取
り
立

て
三
百
石
小
姓
の
格
を
申
し
付
け
た
、
そ
の
恩
情
に
背
く
も
の
で
あ
り
、
手
討
ち

は
「
尤
至
極
な
り
」
と
し
、
家
中
の
者
共
も
「
誰
有
て
殿
の
御
無
理
と
い
ふ
者
な
」

か
っ
た
と
す
る
。

　そ
し
て
忠
一
が
「
十
人
の
奴
原
を
常
々
目
掛
ら
れ
折
を
以
て
悉
く
可
討
果
と
思

は
れ
け
る
も
余
義
な
き
事
な
り
」
と
、
そ
の
怒
り
が
収
ま
ら
な
か
っ
た
こ
と
を
当

然
と
す
る
が
、
た
だ
し
こ
の
あ
と
行
わ
れ
る
手
討
ち
に
は
、
各
々
の
場
に
即
し
て

そ
の
道
理
が
あ
っ
た
と
注
意
深
く
書
い
て
い
る
。
忠
一
が
騎
乗
し
て
城
外
へ
出
よ

う
と
し
た
時
の
こ
と
、
馬
廻
り
の
沼
尻
小
源
吾
が
、
蹲
踞
し
た
折
に
刀
が
鞘
走
り

四
五
寸
抜
け
た
た
め
慌
て
て
押
さ
え
よ
う
と
し
て
右
手
を
柄
頭
に
懸
け
た
の
を
見

咎
め
、
直
ち
に
手
討
ち
に
す
る
。
作
者
は
こ
れ
に
つ
い
て
、
非
は
全
面
的
に
沼
尻

小
源
吾
の
側
に
あ
っ
た
と
す
る
。

伯
耆
守
殿
は
道
理
、
小
源
吾
は
麁
相
の
無
礼
な
り
。
其
節
馬
廻
り
に
詰
し
足

立
忠
助
、
山
須
久
蔵
等
見
咎
め
て
の
証
人
な
り
。

こ
の
時
手
塚
十
内
が
、「
己
が
身
の
上
と
思
ひ
し
が
」、
即
ち
自
分
も
織
之
助
闇
討

実
録
「
伯
州
米
子
の
城
下
敵
討
の
事
」
に
つ
い
て
（
田
中
則
雄
）

四

－ 215 －

ち
に
一
味
し
て
い
た
故
、
今
の
手
討
ち
は
例
の
一
件
に
よ
る
成
敗
と
思
っ
て
し
ま

い
、
忽
ち
逃
げ
走
っ
た
。
忠
一
は
「
そ
れ
逃
す
な
」
と
直
ち
に
取
り
巻
か
せ
、
手

鎗
で
突
き
殺
す
。
忠
一
が
こ
の
処
置
に
つ
い
て
、

「
小
源
吾
腰
の
物
に
手
を
掛
慮
外
に
依
て
手
討
に
せ
し
を
見
て
驚
き
逃
出
し

た
る
は
、
十
内
も
申
合
た
る
過
ち
あ
る
に
は
極
た
り
。
左
な
く
し
て
傍
輩
の

誅
せ
ら
る
ゝ
を
見
て
逃
走
る
士
な
れ
ば
、
迚
も
用
に
は
立
ぬ
な
り
。」

と
述
べ
る
と
、
周
囲
の
者
た
ち
は
、「
悉
く
尤
の
吟
味
ゆ
ゑ
」
こ
れ
を
道
理
至
極

と
し
た
。
こ
こ
で
も
作
者
は
「
伯
州
年
若
な
れ
ど
も
聊
も
不
吟
味
な
し
と
一
家
中

評
判
た
り
」
と
し
て
い
る
。

　四
月
八
日
仏
生
会
に
参
る
折
の
こ
と
、
供
番
の
馬
廻
り
高
原
所
左
衛
門
、
大
野

木
次
郎
九
郎
が
手
討
ち
に
さ
れ
る
。

（
高
原
、
大
野
木
は
）
身
に
誤
り
あ
れ
ば
、
自
然
と
主
人
の
威
に
恐
怖
す
る

は
天
命
の
道
理
。
此
両
人
顔
を
脇
へ
な
し
、
伯
耆
守
殿
へ
顔
不
合
様
に
ば
か

り
し
て
相
従
ひ
歩
行
せ
し
を
、
発
明
と
い
ひ
、
兼
て
聞
覚
え
被
居
し
不
届
の

党
の
中
な
る
両
人
ゆ
ゑ
、
折
々
気
を
付
て
召
連
れ
給
ひ
し
が
、
…
…
（
二
人

と
も
）
急
度
伯
耆
守
殿
を
に
ら
み
た
る
顔
色
を
、「
最
早
堪
忍
成
難
し
。
己

等
主
人
た
る
某
を
睨
る
は
遺
恨
あ
る
也
」
と
飛
掛
り
な
が
ら
所
左
衛
門
を
一

打
に
…
…
、
次
郎
九
郎
遁
れ
難
し
と
や
思
ひ
け
ん
、
腰
刀
に
手
を
掛
し
を
、

「
不
義
も
の
ゝ
同
類
め
」
と
踏
込
ん
で
…
…
（
切
り
捨
て
る
）。

こ
の
時
も
一
家
中
の
評
判
に
は
「
殿
の
御
立
腹
御
尤
至
極
。
老
巧
の
主
人
と
て
も

中
々
堪
忍
な
る
べ
か
ら
ず
。
況
や
年
若
成
主
人
の
義
な
れ
ば
、
左
も
あ
る
べ
き
事

よ
」
と
て
、
こ
れ
を
非
道
と
す
る
者
は
な
か
っ
た
と
す
る
。

　以
上
の
よ
う
に
忠
一
は
五
人
を
立
て
続
け
に
手
討
ち
に
し
た
。
た
だ
し
何
れ

も
、
織
之
助
闇
討
ち
へ
の
直
接
的
報
復
で
は
な
く
、
討
た
れ
た
側
に
そ
れ
ぞ
れ
非

が
あ
っ
た
た
め
で
あ
る
と
し
、
ま
た
周
囲
か
ら
も
忠
一
は
若
年
な
が
ら
思
慮
を
備

え
る
人
物
と
見
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
。

（
二
）
忠
一
狂
死
と
御
家
断
絶

　全
く
非
道
の
認
め
ら
れ
な
い
忠
一
が
乱
心
者
に
仕
立
て
上
げ
ら
れ
て
い
っ
た
の

は
、
以
下
の
よ
う
な
経
緯
で
あ
っ
た
と
す
る
。
大
野
木
次
郎
九
郎
の
母
は
、「
あ

ま
り
主
人
な
が
ら
も
情
な
き
仕
方
と
、
内
証
の
ふ
と
ゞ
き
あ
る
を
ば
し
ら
ず
し

て
」、
江
戸
に
い
る
妹
（
即
ち
次
郎
九
郎
叔
母
）
に
宛
て
て
「
伜
次
郎
九
郎
何
の

科
も
な
き
に
手
討
に
逢
ふ
事
、
先
は
伯
耆
守
殿
乱
心
と
見
え
た
り
」
と
書
き
送
っ

た
。
妹
は
大
い
に
驚
き
、
夫
佐
田
長
兵
衛
に
こ
れ
を
告
げ
た
。
佐
田
は
「
扨
は
乱

心
な
ら
ん
」
と
て
、
こ
の
こ
と
を
主
君
本
多
佐
渡
守
（
正
信
）
に
伝
え
た
。
こ
の

頃
よ
り
本
多
家
中
に
お
い
て
伯
耆
守
乱
心
と
の
噂
が
広
ま
っ
て
い
っ
た
。
ま
た
先

に
討
た
れ
た
神
原
靱
負
の
母
と
妹
は
、
郷
里
の
駿
河
国
へ
と
逃
げ
延
び
、「
伯
耆

守
殿
乱
心
に
て
家
中
毎
日
〳
〵
手
討
に
逢
ふ
ゆ
ゑ
に
、
何
国
へ
妻
子
逃
迷
ふ
」

と
、「
外
に
も
大
分
類
の
あ
る
や
う
に
」
言
い
触
ら
し
た
。
こ
れ
は
や
が
て
、
駿

府
在
城
中
の
大
御
所
家
康
の
耳
に
入
っ
た
。

大
御
所
様
御
取
立
の
大
名
は
兼
々
御
気
を
被
付
御
気
遣
に
思
召
と
い
へ
ど

も
、
式
部
少
輔
父
子
は
慶
長
五
年
よ
り
実
義
御
見
透
し
、
少
も
御
疎
意
な

く
、
今
の
伯
耆
守
義
江
戸
将
軍
家
御
取
立
の
国
主
な
れ
ば
、
殊
の
外
成
御
心

遣
に
て
、
早
速
江
戸
表
へ
御
内
意
申
来
り
、
本
多
佐
渡
守
此
間
よ
り
将
軍
家

御
耳
へ
入
置
た
る
事
故
、
一
し
ほ
御
捨
置
難
被
成
、
佐
渡
守
夜
明
に
発
足
し

て
駿
府
え
罷
越
、
大
御
所
様
御
前
に
於
ゐ
て
御
密
談
相
究
り
、
米
子
へ
御
使

立
け
り
。

家
康
が
慶
長
五
年
の
式
部
少
輔
中
村
一
氏
が
示
し
た
実
義
を
今
以
て
心
に
留
め
、

且
つ
今
の
伯
耆
守
忠
一
は
将
軍
秀
忠
取
り
立
て
の
国
主
ゆ
え
殊
に
心
に
懸
け
た
と

は
、
前
掲
し
た
本
作
冒
頭
の
中
村
家
由
緒
の
事
（
即
ち
史
実
に
合
致
す
る
記
述
）

実
録
「
伯
州
米
子
の
城
下
敵
討
の
事
」
に
つ
い
て
（
田
中
則
雄
）
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ち
に
一
味
し
て
い
た
故
、
今
の
手
討
ち
は
例
の
一
件
に
よ
る
成
敗
と
思
っ
て
し
ま

い
、
忽
ち
逃
げ
走
っ
た
。
忠
一
は
「
そ
れ
逃
す
な
」
と
直
ち
に
取
り
巻
か
せ
、
手

鎗
で
突
き
殺
す
。
忠
一
が
こ
の
処
置
に
つ
い
て
、

「
小
源
吾
腰
の
物
に
手
を
掛
慮
外
に
依
て
手
討
に
せ
し
を
見
て
驚
き
逃
出
し

た
る
は
、
十
内
も
申
合
た
る
過
ち
あ
る
に
は
極
た
り
。
左
な
く
し
て
傍
輩
の

誅
せ
ら
る
ゝ
を
見
て
逃
走
る
士
な
れ
ば
、
迚
も
用
に
は
立
ぬ
な
り
。」

と
述
べ
る
と
、
周
囲
の
者
た
ち
は
、「
悉
く
尤
の
吟
味
ゆ
ゑ
」
こ
れ
を
道
理
至
極

と
し
た
。
こ
こ
で
も
作
者
は
「
伯
州
年
若
な
れ
ど
も
聊
も
不
吟
味
な
し
と
一
家
中

評
判
た
り
」
と
し
て
い
る
。

　四
月
八
日
仏
生
会
に
参
る
折
の
こ
と
、
供
番
の
馬
廻
り
高
原
所
左
衛
門
、
大
野

木
次
郎
九
郎
が
手
討
ち
に
さ
れ
る
。

（
高
原
、
大
野
木
は
）
身
に
誤
り
あ
れ
ば
、
自
然
と
主
人
の
威
に
恐
怖
す
る

は
天
命
の
道
理
。
此
両
人
顔
を
脇
へ
な
し
、
伯
耆
守
殿
へ
顔
不
合
様
に
ば
か

り
し
て
相
従
ひ
歩
行
せ
し
を
、
発
明
と
い
ひ
、
兼
て
聞
覚
え
被
居
し
不
届
の

党
の
中
な
る
両
人
ゆ
ゑ
、
折
々
気
を
付
て
召
連
れ
給
ひ
し
が
、
…
…
（
二
人

と
も
）
急
度
伯
耆
守
殿
を
に
ら
み
た
る
顔
色
を
、「
最
早
堪
忍
成
難
し
。
己

等
主
人
た
る
某
を
睨
る
は
遺
恨
あ
る
也
」
と
飛
掛
り
な
が
ら
所
左
衛
門
を
一

打
に
…
…
、
次
郎
九
郎
遁
れ
難
し
と
や
思
ひ
け
ん
、
腰
刀
に
手
を
掛
し
を
、

「
不
義
も
の
ゝ
同
類
め
」
と
踏
込
ん
で
…
…
（
切
り
捨
て
る
）。

こ
の
時
も
一
家
中
の
評
判
に
は
「
殿
の
御
立
腹
御
尤
至
極
。
老
巧
の
主
人
と
て
も

中
々
堪
忍
な
る
べ
か
ら
ず
。
況
や
年
若
成
主
人
の
義
な
れ
ば
、
左
も
あ
る
べ
き
事

よ
」
と
て
、
こ
れ
を
非
道
と
す
る
者
は
な
か
っ
た
と
す
る
。

　以
上
の
よ
う
に
忠
一
は
五
人
を
立
て
続
け
に
手
討
ち
に
し
た
。
た
だ
し
何
れ

も
、
織
之
助
闇
討
ち
へ
の
直
接
的
報
復
で
は
な
く
、
討
た
れ
た
側
に
そ
れ
ぞ
れ
非

が
あ
っ
た
た
め
で
あ
る
と
し
、
ま
た
周
囲
か
ら
も
忠
一
は
若
年
な
が
ら
思
慮
を
備

え
る
人
物
と
見
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
。

（
二
）
忠
一
狂
死
と
御
家
断
絶

　全
く
非
道
の
認
め
ら
れ
な
い
忠
一
が
乱
心
者
に
仕
立
て
上
げ
ら
れ
て
い
っ
た
の

は
、
以
下
の
よ
う
な
経
緯
で
あ
っ
た
と
す
る
。
大
野
木
次
郎
九
郎
の
母
は
、「
あ

ま
り
主
人
な
が
ら
も
情
な
き
仕
方
と
、
内
証
の
ふ
と
ゞ
き
あ
る
を
ば
し
ら
ず
し

て
」、
江
戸
に
い
る
妹
（
即
ち
次
郎
九
郎
叔
母
）
に
宛
て
て
「
伜
次
郎
九
郎
何
の

科
も
な
き
に
手
討
に
逢
ふ
事
、
先
は
伯
耆
守
殿
乱
心
と
見
え
た
り
」
と
書
き
送
っ

た
。
妹
は
大
い
に
驚
き
、
夫
佐
田
長
兵
衛
に
こ
れ
を
告
げ
た
。
佐
田
は
「
扨
は
乱

心
な
ら
ん
」
と
て
、
こ
の
こ
と
を
主
君
本
多
佐
渡
守
（
正
信
）
に
伝
え
た
。
こ
の

頃
よ
り
本
多
家
中
に
お
い
て
伯
耆
守
乱
心
と
の
噂
が
広
ま
っ
て
い
っ
た
。
ま
た
先

に
討
た
れ
た
神
原
靱
負
の
母
と
妹
は
、
郷
里
の
駿
河
国
へ
と
逃
げ
延
び
、「
伯
耆

守
殿
乱
心
に
て
家
中
毎
日
〳
〵
手
討
に
逢
ふ
ゆ
ゑ
に
、
何
国
へ
妻
子
逃
迷
ふ
」

と
、「
外
に
も
大
分
類
の
あ
る
や
う
に
」
言
い
触
ら
し
た
。
こ
れ
は
や
が
て
、
駿

府
在
城
中
の
大
御
所
家
康
の
耳
に
入
っ
た
。

大
御
所
様
御
取
立
の
大
名
は
兼
々
御
気
を
被
付
御
気
遣
に
思
召
と
い
へ
ど

も
、
式
部
少
輔
父
子
は
慶
長
五
年
よ
り
実
義
御
見
透
し
、
少
も
御
疎
意
な

く
、
今
の
伯
耆
守
義
江
戸
将
軍
家
御
取
立
の
国
主
な
れ
ば
、
殊
の
外
成
御
心

遣
に
て
、
早
速
江
戸
表
へ
御
内
意
申
来
り
、
本
多
佐
渡
守
此
間
よ
り
将
軍
家

御
耳
へ
入
置
た
る
事
故
、
一
し
ほ
御
捨
置
難
被
成
、
佐
渡
守
夜
明
に
発
足
し

て
駿
府
え
罷
越
、
大
御
所
様
御
前
に
於
ゐ
て
御
密
談
相
究
り
、
米
子
へ
御
使

立
け
り
。

家
康
が
慶
長
五
年
の
式
部
少
輔
中
村
一
氏
が
示
し
た
実
義
を
今
以
て
心
に
留
め
、

且
つ
今
の
伯
耆
守
忠
一
は
将
軍
秀
忠
取
り
立
て
の
国
主
ゆ
え
殊
に
心
に
懸
け
た
と

は
、
前
掲
し
た
本
作
冒
頭
の
中
村
家
由
緒
の
事
（
即
ち
史
実
に
合
致
す
る
記
述
）

実
録
「
伯
州
米
子
の
城
下
敵
討
の
事
」
に
つ
い
て
（
田
中
則
雄
）
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を
踏
ま
え
た
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
語
ら
れ
て
い
る
連
続
手
討
ち
事
件
、
そ
し
て

こ
の
駿
府
の
家
康
か
ら
江
戸
の
秀
忠
へ
内
意
あ
り
、
ま
た
本
多
も
秀
忠
に
相
談
し

つ
つ
家
康
の
も
と
へ
も
赴
き
、
結
果
米
子
へ
使
い
が
立
っ
た
と
の
こ
と
も
、
そ
れ

自
体
は
仮
構
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
幕
府
と
中
村
家
と
の
関
係
の
あ
り
方
と
い
う

点
に
関
し
て
史
実
を
根
底
に
置
き
、
そ
の
上
に
構
想
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
と
窺

え
る
。

　家
康
と
秀
忠
の
真
意
は
、
乱
心
と
の
聞
こ
え
が
あ
る
以
上
、
一
旦
別
座
敷
へ
入

れ
て
家
臣
に
様
子
を
見
届
け
さ
せ
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
し
か
し
米
子

の
家
中
で
は
こ
れ
を
座
敷
牢
押
し
込
め
を
命
ぜ
ら
れ
た
と
受
け
と
め
、
偏
に
幕
府

を
恐
れ
奉
り
思
慮
が
働
か
な
く
な
る
と
い
う
行
き
違
い
が
生
じ
て
し
ま
っ
た
と
す

る
。

両
御
所
様
思
召
に
は
、
重
々
御
憐
愍
深
き
事
に
て
、
座
敷
牢
ま
で
は
不
被
仰

出
、
別
座
敷
へ
入
置
べ
き
と
の
被
仰
付
に
て
有
し
所
に
、
米
子
城
中
の
家
老

番
頭
物
頭
ど
も
会
合
し
、
…
…
今
晩
か
明
晩
座
敷
牢
と
区
々
の
評
義
、
只
公

義
を
重
ん
じ
奉
恐
計
に
目
を
付
て
、
主
人
伯
耆
守
殿
身
の
上
の
安
否
は
人
々

家
中
の
盛
衰
に
及
ぶ
と
言
ま
で
に
気
の
付
ざ
る
事
こ
そ
是
非
な
け
れ
。

こ
の
よ
う
に
、
物
事
の
行
き
違
い
が
顚
末
を
規
定
し
て
い
く
と
し
て
叙
述
す
る
の

は
、
実
録
の
典
型
的
方
法
の
一
つ
で
あ
る
。

　忠
一
が
滅
亡
へ
と
追
い
込
ま
れ
て
い
く
の
は
、
彼
に
対
し
て
不
快
の
念
を
抱
く

者
共
が
我
意
を
通
し
た
結
果
で
あ
っ
た
と
し
て
い
る
。
こ
の
者
共
の
中
に
長
野
六

郎
左
衛
門
が
お
り
、
一
方
忠
臣
甘
利
三
郎
左
衛
門
は
一
人
こ
れ
に
抗
う
も
の
の
斥

け
ら
れ
、
終
に
長
野
に
よ
っ
て
闇
討
ち
に
さ
れ
、
こ
こ
か
ら
後
半
の
敵
討
譚
へ
と

接
続
し
て
い
く
こ
と
と
な
る
。

　長
野
六
郎
左
衛
門
が
主
君
忠
一
を
憎
ん
だ
の
は
次
の
よ
う
な
経
緯
で
あ
っ
た
と

す
る
。
長
野
に
と
っ
て
、
十
人
余
の
輩
に
討
た
れ
た
織
之
助
は
甥
に
当
た
り
、
こ

れ
を
養
子
と
し
将
来
を
嘱
望
し
て
い
た
故
、
無
念
や
る
方
な
か
っ
た
と
す
る
。

養
父
長
野
六
郎
左
衛
門
、
身
に
取
て
は
口
惜
き
事
言
語
同
断
、
家
中
に
て
も

聞
人
を
し
ま
ぬ
者
は
な
か
り
し
程
の
子
ゆ
ゑ
、
伯
耆
守
殿
も
近
ご
ろ
ま
で
添

寝
さ
せ
し
秘
蔵
の
小
性
と
い
ひ
、
発
明
も
の
に
て
、
成
長
の
ゝ
ち
は
用
人
家

老
迄
も
と
思
は
れ
し
懇
意
の
ま
た
忘
れ
兼
し
折
節
の
大
変

神
原
靱
負
が
手
討
ち
に
さ
れ
た
後
、
十
人
余
の
輩
は
、「
織
之
助
は
念
友
を
拵
へ

殿
へ
対
し
て
不
義
の
身
持
を
（
殿
は
）
腹
立
有
て
、
密
か
に
取
立
の
神
原
靱
負
に

申
付
、
大
山
下
向
の
路
次
に
て
打
手
不
知
殺
さ
せ
し
は
、
殿
の
御
意
と
か
や
。
沙

汰
な
し
〳
〵
」
と
の
噂
を
流
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、

養
父
長
野
六
郎
左
衛
門
無
念
の
歯
が
み
を
な
せ
ど
も
、
主
従
の
間
意
趣
を
晴

す
べ
き
や
う
も
な
く
、
親
類
中
と
ひ
そ
〳
〵
恨
み
口
説
し
は
、
是
非
も
な
き

事
共
な
り
。

こ
う
し
て
長
野
は
忠
一
に
対
す
る
不
快
の
念
を
募
ら
せ
た
。

　一
方
大
目
付
で
評
定
所
の
司
た
る
大
野
木
軍
兵
衛
に
と
っ
て
、
亡
き
弟
の
子

（
即
ち
甥
）
に
当
た
る
の
が
手
討
ち
に
遭
っ
た
大
野
木
次
郎
九
郎
で
あ
っ
た
。
軍

兵
衛
は
弟
の
家
系
が
絶
え
る
の
を
憂
い
、
自
分
の
息
子
の
う
ち
一
人
を
次
郎
九

郎
の
代
わ
り
の
跡
目
に
と
願
い
出
た
が
、「
以
の
外
伯
耆
守
殿
腹
立
の
砌
ゆ
ゑ
、

申
付
る
所
へ
も
不
行
、
先
づ
は
不
首
尾
の
模
様
」、
か
く
て
軍
兵
衛
は
主
人
を
恨

み
、
幕
府
の
厳
命
と
言
い
立
て
て
座
敷
牢
押
し
込
め
を
強
く
主
張
し
た
。
以
上
の

よ
う
に
、
悪
の
側
の
人
物
で
あ
っ
て
も
そ
の
言
動
の
背
後
に
は
無
念
遺
恨
の
如
き

当
人
に
し
て
み
れ
ば
退
か
れ
ぬ
思
い
が
存
在
し
た
と
書
く
の
は
、
こ
れ
も
実
録
の

標
準
に
従
っ
た
作
法
で
あ
る
。

　さ
て
こ
の
時
家
老
の
野
一
色
、
仁
木
、
藪
は
、
幕
府
に
申
し
立
て
て
忠
一
を
守

る
こ
と
を
図
ろ
う
と
せ
ず
専
ら
大
野
木
ら
の
説
に
加
担
し
た
が
、
こ
れ
は
、
御
家

断
絶
と
な
れ
ば
己
が
預
か
っ
て
い
る
当
家
の
金
子
を
持
ち
逃
げ
す
る
こ
と
を
企
ん

実
録
「
伯
州
米
子
の
城
下
敵
討
の
事
」
に
つ
い
て
（
田
中
則
雄
）
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で
い
た
か
ら
で
あ
っ
た
と
す
る
。

（
秀
吉
の
も
と
）
式
部
少
輔
（
一
氏
）
三
中
老
の
節
よ
り
金
持
に
て
有
し

故
、
家
老
共
預
り
金
高
三
万
両
づ
ゝ
三
人
あ
り
。
野
一
色
頼
母
、
仁
木
久
米

右
衛
門
、
藪
監
物
、
此
輩
は
兎
角
伯
耆
守
殿
危
き
身
の
上
た
れ
ば
、
没
収
と

有
ん
に
は
預
り
金
を
以
手
前
〳
〵
は
浪
人
し
て
も
心
易
し
と
比
興
千
万
の
算

用
に
て
、
身
に
入
て
公
義
ま
で
も
罷
出
伯
耆
守
乱
心
な
ら
ざ
る
申
開
き
可
致

と
言
顔
付
も
な
く
、

な
お
実
際
彼
ら
は
、
こ
の
後
忠
一
が
死
去
し
城
明
け
渡
し
の
折
、
金
子
を
持
っ
て

立
ち
退
い
た
と
す
る
。

家
老
共
の
義
は
い
つ
の
間
に
か
預
り
の
金
子
先
達
て
退
け
置
し
か
ば
、
米
子

城
引
取
の
砌
に
大
身
の
面
々
は
少
し
も
難
義
せ
ざ
り
し
が
、

　こ
こ
で
留
意
し
た
い
の
は
、
こ
の
一
節
も
実
説
を
踏
ま
え
て
い
る
可
能
性
が
あ

る
点
で
あ
る
。『
慶
長
見
聞
録
案
紙
』
慶
長
一
四
年
一
一
月
の
条
に
、
中
村
家
断

絶
の
折
に
次
の
よ
う
な
こ
と
が
起
こ
っ
た
と
記
さ
れ
る
。

故
松
平
伯
耆
守
…
…
跡
目
無
之
候
得
共
、
道
具
財
宝
令
紛
失
、
家
中
之
者
我

儘
之
儀
依
有
之
、
江
戸
え
被
召
寄
、
家
老
四
人
切
腹
被
仰
付
、
其
外
之
者
御

成
敗
に
も
被
仰
付（
６
）。

ま
た
『
駿
府
政
事
録
』
慶
長
一
八
年
一
○
月
一
三
日
の
条
に
は
、
忠
一
死
去
の
折

に
幕
府
か
ら
伯
耆
国
へ
遣
わ
さ
れ
て
い
た
鵜
殿
兵
庫
頭
重
長
が
、
中
村
家
重
臣
の

寄
藤
（
依
藤
）
半
右
衛
門
、
川
毛
（
河
毛
）
備
後
守
、
中
村
伊
豆
守
と
共
に
金
銀

諸
道
具
を
掠
め
た
と
て
咎
め
を
受
け
た
と
す
る
。

鵜
殿
兵
庫
頭
、
寄
藤
半
右
衛
門
、
川
毛
備
後
守
、
中
村
伊
豆
守
蒙
御
勘
気
。

其
故
者
故
中
村
一
学
号
伯
耆
守
伯
耆
守
護
死
去
之
刻
、
金
銀
其
外
諸
道
具
隠
置
事

依
露
顕
也（
７
）。

同
様
の
こ
と
は
、『
御
当
家
紀
年
録
』
巻
四
・
同
日
の
条
に
も
見
え
る（
８
）。
こ
の
こ

と
に
関
す
る
説
は
地
元
に
お
い
て
も
流
布
し
て
い
た
と
窺
え
る
。
鳥
取
藩
士
松
岡

布
政
の
編
纂
に
よ
る
伯
耆
国
の
地
誌
『
伯
耆
民
諺
記
』（
一
七
○
○
年
代
半
ば
頃

成
立
と
見
ら
れ
る
）
巻
二
に
「
闕
所
蔵
之
事
」
な
る
項
が
あ
る
。
依
藤
半
右
衛
門

は
「
伯
耆
守
死
後
邪
政
あ
つ
て
将
軍
ゆ
る
し
給
わ
ず
生
害
に
及
び
」、
そ
の
道
具

を
、
駿
河
へ
走
り
闕
所
と
な
っ
た
中
村
伊
豆
守
の
道
具
と
一
緒
に
し
て
、
倉
吉
の

元
依
藤
屋
敷
に
収
め
て
町
年
寄
が
管
理
し
て
い
る
こ
と
、「
河
毛
備
後
是
も
同
時

に
生
害
し
て
闕
所
と
な
」
り
、
こ
ち
ら
に
つ
い
て
は
元
河
毛
が
領
し
た
松
崎
に
闕

所
蔵
が
建
っ
た
こ
と
を
記
す（

９
）。

こ
の
闕
所
蔵
に
つ
い
て
の
記
述
は
、『
伯
耆
民
諺

記
』
を
増
補
改
訂
し
て
成
っ
た
『
伯
耆
民
談
記
』
に
も
踏
襲
さ
れ
る
が
、
そ
こ
で

は
依
藤
・
中
村
・
河
毛
の
罪
過
に
つ
い
て
「
中
村
落
城
之
時
金
銀
其
外
諸
道
具
か

く
し
置
事
露
顕
に
達
し
」（
巻
二
）
と
、
よ
り
明
瞭
に
記
さ
れ
て
い
る）
（1
（

。
作
者
は

何
ら
か
の
文
献
も
し
く
は
伝
聞
に
よ
っ
て
、
中
村
家
断
絶
の
折
に
財
産
管
理
に
乱

れ
が
あ
っ
た
と
の
説
を
知
り
得
た
、
そ
の
上
で
そ
こ
か
ら
展
開
さ
せ
て
、
不
義
の

家
老
共
が
最
初
か
ら
持
ち
逃
げ
す
る
つ
も
り
で
断
絶
に
加
担
し
た
、
と
い
う
話
を

設
定
し
た
も
の
と
推
測
で
き
る
。

　話
の
順
序
と
し
て
は
こ
の
あ
と
大
野
木
、
長
野
ら
、
忠
一
を
座
敷
牢
に
押
し
込

め
る
べ
し
と
主
張
す
る
者
共
と
、
主
君
は
乱
心
に
あ
ら
ず
と
江
戸
駿
府
へ
赴
き
申

し
開
く
べ
し
と
す
る
甘
利
三
郎
左
衛
門
と
の
激
し
い
論
争
が
描
か
れ
る
が
、
こ
こ

で
は
先
に
忠
一
死
去
に
関
す
る
部
分
を
検
討
す
る
。
結
局
大
野
木
、
長
野
ら
の
主

張
す
る
所
に
評
定
一
決
し
、
家
老
目
付
ら
十
人
ば
か
り
が
忠
一
を
腰
の
物
を
も
取

り
上
げ
手
込
め
同
然
に
座
敷
牢
へ
入
れ
、「
乱
心
に
付
公
義
よ
り
如
斯
」
と
言
い

渡
し
た
が
、
忠
一
は
こ
れ
を
心
外
と
し
、
そ
こ
か
ら
真
実
の
狂
乱
と
な
り
終
に
死

に
至
っ
た
と
す
る
。

昼
夜
と
も
に
、「
家
来
共
の
讒
言
か
。
さ
り
と
は
無
念
千
万
成
る
事
な
り
。

手
討
の
義
は
其
方
共
存
知
の
通
り
少
も
某
非
道
は
無
之
物
を
、
此
旨
委
敷
申

号
伯

耆
守

実
録
「
伯
州
米
子
の
城
下
敵
討
の
事
」
に
つ
い
て
（
田
中
則
雄
）
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で
い
た
か
ら
で
あ
っ
た
と
す
る
。

（
秀
吉
の
も
と
）
式
部
少
輔
（
一
氏
）
三
中
老
の
節
よ
り
金
持
に
て
有
し

故
、
家
老
共
預
り
金
高
三
万
両
づ
ゝ
三
人
あ
り
。
野
一
色
頼
母
、
仁
木
久
米

右
衛
門
、
藪
監
物
、
此
輩
は
兎
角
伯
耆
守
殿
危
き
身
の
上
た
れ
ば
、
没
収
と

有
ん
に
は
預
り
金
を
以
手
前
〳
〵
は
浪
人
し
て
も
心
易
し
と
比
興
千
万
の
算

用
に
て
、
身
に
入
て
公
義
ま
で
も
罷
出
伯
耆
守
乱
心
な
ら
ざ
る
申
開
き
可
致

と
言
顔
付
も
な
く
、

な
お
実
際
彼
ら
は
、
こ
の
後
忠
一
が
死
去
し
城
明
け
渡
し
の
折
、
金
子
を
持
っ
て

立
ち
退
い
た
と
す
る
。

家
老
共
の
義
は
い
つ
の
間
に
か
預
り
の
金
子
先
達
て
退
け
置
し
か
ば
、
米
子

城
引
取
の
砌
に
大
身
の
面
々
は
少
し
も
難
義
せ
ざ
り
し
が
、

　こ
こ
で
留
意
し
た
い
の
は
、
こ
の
一
節
も
実
説
を
踏
ま
え
て
い
る
可
能
性
が
あ

る
点
で
あ
る
。『
慶
長
見
聞
録
案
紙
』
慶
長
一
四
年
一
一
月
の
条
に
、
中
村
家
断

絶
の
折
に
次
の
よ
う
な
こ
と
が
起
こ
っ
た
と
記
さ
れ
る
。

故
松
平
伯
耆
守
…
…
跡
目
無
之
候
得
共
、
道
具
財
宝
令
紛
失
、
家
中
之
者
我

儘
之
儀
依
有
之
、
江
戸
え
被
召
寄
、
家
老
四
人
切
腹
被
仰
付
、
其
外
之
者
御

成
敗
に
も
被
仰
付（
６
）。

ま
た
『
駿
府
政
事
録
』
慶
長
一
八
年
一
○
月
一
三
日
の
条
に
は
、
忠
一
死
去
の
折

に
幕
府
か
ら
伯
耆
国
へ
遣
わ
さ
れ
て
い
た
鵜
殿
兵
庫
頭
重
長
が
、
中
村
家
重
臣
の

寄
藤
（
依
藤
）
半
右
衛
門
、
川
毛
（
河
毛
）
備
後
守
、
中
村
伊
豆
守
と
共
に
金
銀

諸
道
具
を
掠
め
た
と
て
咎
め
を
受
け
た
と
す
る
。

鵜
殿
兵
庫
頭
、
寄
藤
半
右
衛
門
、
川
毛
備
後
守
、
中
村
伊
豆
守
蒙
御
勘
気
。

其
故
者
故
中
村
一
学
号
伯
耆
守
伯
耆
守
護
死
去
之
刻
、
金
銀
其
外
諸
道
具
隠
置
事

依
露
顕
也（
７
）。

同
様
の
こ
と
は
、『
御
当
家
紀
年
録
』
巻
四
・
同
日
の
条
に
も
見
え
る（
８
）。
こ
の
こ

と
に
関
す
る
説
は
地
元
に
お
い
て
も
流
布
し
て
い
た
と
窺
え
る
。
鳥
取
藩
士
松
岡

布
政
の
編
纂
に
よ
る
伯
耆
国
の
地
誌
『
伯
耆
民
諺
記
』（
一
七
○
○
年
代
半
ば
頃

成
立
と
見
ら
れ
る
）
巻
二
に
「
闕
所
蔵
之
事
」
な
る
項
が
あ
る
。
依
藤
半
右
衛
門

は
「
伯
耆
守
死
後
邪
政
あ
つ
て
将
軍
ゆ
る
し
給
わ
ず
生
害
に
及
び
」、
そ
の
道
具

を
、
駿
河
へ
走
り
闕
所
と
な
っ
た
中
村
伊
豆
守
の
道
具
と
一
緒
に
し
て
、
倉
吉
の

元
依
藤
屋
敷
に
収
め
て
町
年
寄
が
管
理
し
て
い
る
こ
と
、「
河
毛
備
後
是
も
同
時

に
生
害
し
て
闕
所
と
な
」
り
、
こ
ち
ら
に
つ
い
て
は
元
河
毛
が
領
し
た
松
崎
に
闕

所
蔵
が
建
っ
た
こ
と
を
記
す（

９
）。

こ
の
闕
所
蔵
に
つ
い
て
の
記
述
は
、『
伯
耆
民
諺

記
』
を
増
補
改
訂
し
て
成
っ
た
『
伯
耆
民
談
記
』
に
も
踏
襲
さ
れ
る
が
、
そ
こ
で

は
依
藤
・
中
村
・
河
毛
の
罪
過
に
つ
い
て
「
中
村
落
城
之
時
金
銀
其
外
諸
道
具
か

く
し
置
事
露
顕
に
達
し
」（
巻
二
）
と
、
よ
り
明
瞭
に
記
さ
れ
て
い
る）
（1
（

。
作
者
は

何
ら
か
の
文
献
も
し
く
は
伝
聞
に
よ
っ
て
、
中
村
家
断
絶
の
折
に
財
産
管
理
に
乱

れ
が
あ
っ
た
と
の
説
を
知
り
得
た
、
そ
の
上
で
そ
こ
か
ら
展
開
さ
せ
て
、
不
義
の

家
老
共
が
最
初
か
ら
持
ち
逃
げ
す
る
つ
も
り
で
断
絶
に
加
担
し
た
、
と
い
う
話
を

設
定
し
た
も
の
と
推
測
で
き
る
。

　話
の
順
序
と
し
て
は
こ
の
あ
と
大
野
木
、
長
野
ら
、
忠
一
を
座
敷
牢
に
押
し
込

め
る
べ
し
と
主
張
す
る
者
共
と
、
主
君
は
乱
心
に
あ
ら
ず
と
江
戸
駿
府
へ
赴
き
申

し
開
く
べ
し
と
す
る
甘
利
三
郎
左
衛
門
と
の
激
し
い
論
争
が
描
か
れ
る
が
、
こ
こ

で
は
先
に
忠
一
死
去
に
関
す
る
部
分
を
検
討
す
る
。
結
局
大
野
木
、
長
野
ら
の
主

張
す
る
所
に
評
定
一
決
し
、
家
老
目
付
ら
十
人
ば
か
り
が
忠
一
を
腰
の
物
を
も
取

り
上
げ
手
込
め
同
然
に
座
敷
牢
へ
入
れ
、「
乱
心
に
付
公
義
よ
り
如
斯
」
と
言
い

渡
し
た
が
、
忠
一
は
こ
れ
を
心
外
と
し
、
そ
こ
か
ら
真
実
の
狂
乱
と
な
り
終
に
死

に
至
っ
た
と
す
る
。

昼
夜
と
も
に
、「
家
来
共
の
讒
言
か
。
さ
り
と
は
無
念
千
万
成
る
事
な
り
。

手
討
の
義
は
其
方
共
存
知
の
通
り
少
も
某
非
道
は
無
之
物
を
、
此
旨
委
敷
申

号
伯
耆
守

実
録
「
伯
州
米
子
の
城
下
敵
討
の
事
」
に
つ
い
て
（
田
中
則
雄
）
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上
よ
」
と
呼
は
り
、
飲
食
も
咽
を
不
通
、
寝
食
共
に
廃
し
、
後
に
は
、「
伯

耆
守
を
駿
府
へ
つ
れ
て
参
れ
。
直
に
大
御
所
様
へ
申
分
せ
ん
。
江
戸
へ
行
べ

し
。
将
軍
家
の
御
直
に
聞
し
召
れ
ば
如
此
の
う
き
め
は
有
ま
じ
き
」
と
喚
叫

び
、
座
敷
牢
へ
入
し
よ
り
昼
夜
の
間
一
寸
も
無
怠
狂
ひ
嘆
き
、
後
に
は
真
実

の
狂
乱
と
成
て
、
終
に
十
三
日
め
五
月
十
一
日
に
狂
死
せ
ら
れ
し
こ
そ
無
慚

と
い
ふ
も
余
り
あ
り
。

こ
こ
で
忠
一
が
死
去
し
た
日
を
慶
長
一
四
年
五
月
一
一
日
と
し
て
い
る
点
に
注
目

す
る
。
こ
の
日
付
は
史
実
と
合
致
す
る
。
例
え
ば
前
掲
『
台
徳
院
御
実
紀
』
に

は
、
慶
長
一
四
年
五
月
の
条
に
「
十
一
日
伯
耆
国
米
子
城
主
松
平
伯
耆
守
忠
一
頓

死
す
。
子
な
く
し
て
家
絶
た
り
」
と
記
す
。
ま
た
年
代
は
下
る
が
、
伯
耆
国
の
地

誌
『
伯
耆
志
』（
安
政
五
年
（
一
八
五
八
）
成
、
景
山
立
碩
編
）
巻
七
に
は
、
彼

は
元
々
病
気
で
あ
っ
た
が
こ
の
日
容
態
が
急
に
悪
化
し
て
死
去
し
た
と
す
る
。

慶
長
十
四
年
の
春
京
都
に
至
り
其
夏
帰
国
有
て
身
体
例
な
ら
ず
、
治
療
を
進

む
れ
ど
も
其
験
も
無
き
に
、
強
て
漁
猟
を
催
さ
れ
、
霖
雨
の
頃
度
々
城
外
に

出
ら
れ
け
る
が
、
五
月
十
一
日
又
外
よ
り
帰
城
有
り
し
に
疾
俄
に
劇
し
く
し

て
医
薬
を
進
む
る
間
も
あ
ら
ず
、
侍
者
僅
に
一
二
人
周
章
す
る
中
、
小
姓
垂

井
勘
解
由
蓐
に
倚
て
伺
ふ
に
既
に
事
終
れ
り）

（（
（

。

忠
一
の
頓
死
を
め
ぐ
っ
て
は
諸
説
あ
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。『
大
日
本
史
料
』
に

収
録
す
る
『
伯
耆
民
談
記
』
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
（
な
お
「
十
二
日
」
は
、
異

本
に
「
十
一
日
」
と
あ
る
旨
を
付
記
）。

城
下
近
郷
ニ
狩
シ
テ
遊
ブ
。
然
ル
ニ
日
吉
津
邑
ニ
シ
テ
青
梅
ヲ
食
シ
玉
ヘ
ル

ニ
、
忽
病
悩
ト
成
テ
、
遂
ニ
其
夏
五
月
十
二
日
、
於
湊
山
城
卒
ス）

（1
（

。

一
方
、
鳥
取
県
立
図
書
館
蔵
写
本
『
伯
耆
民
談
記）

（1
（

』
巻
八
に
は
毒
害
説
を
掲
げ
る
。

忠
一
卒
去
は
俄
の
事
也
。
其
日
川
狩
に
出
ら
れ
、
機
嫌
よ
く
帰
城
有
り
し

に
、
俄
に
発
病
脳
乱
し
て
頓
死
仕
玉
ふ
。
是
全
く
毒
害
の
所
為
た
る
由
、

種
々
風
聞
有
。

ま
た
近
世
諸
大
名
の
草
創
と
廃
絶
を
記
す
『
諸
家
興
亡
記
』
の
う
ち
、
名
古
屋
市

蓬
左
文
庫
、
国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
蔵
写
本
等
で
は
、
単
に
「
慶
長
十
四
己
酉

年
五
月
十
一
日
ニ
早
世
ス
」
と
の
み
記
す
。
一
方
依
拠
し
た
写
本
は
不
明
な
が

ら
、
旧
版
『
米
子
市
史
』
所
引
の
も
の
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

松
平
伯
耆
守
忠
一
、
本
名
中
村
、
伯
州
米
子
城
主
…
…
慶
長
十
四
年
酉
年
伯

州
に
而
乱
心
断
絶）

（1
（

。

忠
一
の
死
の
背
後
に
は
事
情
あ
り
と
さ
れ
、
更
に
は
狂
死
説
ま
で
存
在
し
た
と
す

れ
ば
、
作
者
は
何
ら
か
の
文
献
か
伝
聞
か
に
よ
っ
て
こ
れ
を
把
握
し
、
そ
こ
か
ら

そ
の
経
緯
に
あ
た
る
部
分
を
構
想
し
て
い
っ
た
の
で
は
な
か
っ
た
か
と
推
測
さ
れ

る
の
で
あ
る
。

三

　甘
利
三
郎
左
衛
門
横
死
と
敵
討

　主
君
忠
一
を
座
敷
牢
に
入
れ
る
か
否
か
に
つ
い
て
論
争
が
あ
り
、
こ
こ
で
長
野

六
郎
左
衛
門
と
甘
利
三
郎
左
衛
門
と
が
衝
突
す
る
が
、
こ
の
こ
と
は
、
長
野
が
甘

利
を
闇
討
ち
に
し
、
甘
利
の
遺
子
三
郎
四
郎
が
曲
折
を
経
て
敵
討
を
遂
げ
る
と
い

う
本
作
後
半
の
展
開
へ
と
接
続
し
て
い
く
も
の
で
あ
る
。
長
野
と
甘
利
の
論
争
と

は
以
下
の
よ
う
な
、
抜
き
差
し
な
ら
ぬ
も
の
で
あ
っ
た
と
す
る
。

　先
ず
前
掲
し
た
よ
う
に
、
大
野
木
軍
兵
衛
が
甥
次
郎
九
郎
を
手
討
ち
に
さ
れ
た

遺
恨
か
ら
、
座
敷
牢
然
る
べ
し
と
の
説
を
述
べ
る
と
、
家
老
の
野
一
色
、
仁
木
、

藪
は
金
子
持
ち
逃
げ
を
企
ん
で
い
た
故
こ
れ
に
同
意
を
示
す
。
こ
れ
に
対
し
忠
義

一
徹
の
甘
利
三
郎
左
衛
門
は
、「
一
つ
と
し
て
殿
の
非
道
不
相
見
、
差
当
り
た
る

主
従
の
無
礼
至
極
筋
目
の
立
た
る
御
手
討
と
相
知
申
所
」、
よ
っ
て
殿
の
側
近
の

者
と
共
に
家
老
二
人
ほ
ど
が
江
戸
・
駿
府
へ
赴
き
実
状
を
披
露
す
べ
き
で
あ
る
と

実
録
「
伯
州
米
子
の
城
下
敵
討
の
事
」
に
つ
い
て
（
田
中
則
雄
）

八
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主
張
し
た
。
こ
れ
を
長
野
六
郎
左
衛
門
が
真
っ
向
か
ら
否
定
す
る
。
こ
こ
で
作
者

は
、
長
野
と
は
次
の
よ
う
な
者
で
あ
っ
た
と
、
そ
の
人
物
像
を
詳
し
く
記
し
て
い

る
。

（
長
野
は
）
甘
利
同
格
の
長
柄
大
将
に
て
古
老
の
面
々
も
隔
心
せ
し
程
の

武
芸
人
品
抜
群
の
士
な
れ
ど
も
、
生
得
口
荒
く
武
辺
を
我
鼻
に
か
け
、
主

人
伯
耆
守
殿
を
も
、「
小
伜
に
て
伯
州
廿
二
万
石
と
は
昔
の
世
な
ら
ば
叶
は

ぬ
事
。
静
謐
は
異
な
も
の
な
り
」
と
常
に
悪
口
せ
し
儘
、
伯
耆
守
殿
も
気
に

不
入
懇
意
も
な
く
、
式
日
の
目
見
ば
か
り
に
て
家
中
も
三
分
二
は
憎
し
か
ど

も
、
…
…
先
は
何
を
言
出
し
て
も
家
老
ど
も
ゝ
十
に
六
つ
七
ツ
は
承
引
す
る

程
の
利
屈
者
の
六
ヶ
敷
男
な
り
し
が
、

人
を
見
下
ろ
し
弁
の
立
つ
者
、
従
っ
て
一
旦
発
言
す
る
と
周
囲
は
容
易
に
反
論
で

き
な
い
空
気
を
作
り
上
げ
る
の
で
あ
る
。
そ
の
長
野
が
甘
利
の
説
を
頭
ご
な
し
に

否
定
し
、
畢
竟
幕
府
に
対
し
て
は
何
事
も
畏
ま
っ
た
と
ば
か
り
申
し
て
逆
ら
わ
ぬ

の
が
身
の
た
め
で
あ
る
と
主
張
し
た
。
こ
れ
を
聞
い
て
甘
利
も
熱
を
帯
び
た
。

（
甘
利
思
う
に
）「
一
身
へ
掛
つ
た
る
事
な
ら
ば
其
分
に
も
堪
忍
す
べ
き
場

な
れ
共
、
是
は
主
人
伯
耆
守
殿
の
浮
沈
存
亡
の
一
大
事
」
と
、
忠
義
を
宗
と

せ
し
甘
利
な
れ
ば
、
押
返
し
、「
是
長
野
氏
、
傍
輩
中
の
事
な
ら
ば
兎
も
角

も
な
れ
ど
も
、
全
殿
の
御
大
事
な
れ
ば
こ
そ
差
切
て
申
出
す
な
れ
。
江
戸
駿

府
へ
行
な
ら
ば
、
身
共
な
り
と
も
惣
名
代
に
罷
越
急
度
申
開
べ
し
。
御
乱
心

に
も
な
き
御
年
若
成
殿
の
御
身
を
座
敷
牢
と
は
無
念
千
万
」
と
云
も
果
ず
、

殿
様
の
た
め
故
に
申
す
の
で
あ
る
、
自
分
こ
そ
惣
名
代
と
な
っ
て
幕
府
へ
赴
き
申

し
開
き
せ
ん
と
、
忠
心
を
顕
わ
に
し
た
が
、
こ
れ
は
長
野
を
刺
激
し
た
。

長
野
膝
立
直
し
て
、「
是
々
甘
利
、
左
云
通
り
叶
は
ゞ
、
貴
殿
は
当
家
一
人

の
忠
臣
た
ら
ん
か
。
御
吟
味
済
て
被
仰
付
の
座
敷
牢
。
不
叶
願
に
罷
出
、
弥

不
首
尾
事
募
り
、
所
詮
家
中
の
騒
動
や
か
ま
し
き
と
、
遠
島
か
御
預
け
と
、

弥
増
す
御
咎
め
の
時
は
な
ん
と
」
と
詰
掛
る
。

甘
利
は
長
野
の
挑
発
に
乗
せ
ら
れ
、
い
ざ
と
な
れ
ば
幕
府
に
対
し
徹
底
抗
戦
に
出

る
の
み
と
述
べ
る
が
、
こ
れ
は
長
野
ら
に
と
っ
て
恰
好
の
攻
撃
の
的
と
な
っ
て
し

ま
っ
た
。

甘
利
も
申
出
し
た
る
忠
義
信
に
は
身
命
を
惜
ま
ぬ
決
定
心
な
れ
ば
、「
は
て

扨
其
時
こ
そ
国
主
の
規
模
は
何
の
為
ぞ
。
此
米
子
の
城
に
楯
籠
り
国
中
を
駈

催
し
、
得
こ
そ
殿
を
ば
渡
す
ま
じ
。
叶
は
ぬ
模
様
に
見
請
な
ば
、
日
比
奉
信

主
従
共
残
ら
ず
大
山
の
御
嶽
を
詰
の
城
と
定
め
奥
深
く
勢
は
百
人
二
百
人
の

兵
な
り
と
も
、
二
年
三
年
の
間
容
易
に
責
抜
る
ゝ
事
あ
ら
じ
」
と
心
底
残

ら
ず
申
出
す
と
否
や
、
家
老
を
初
大
目
付
大
野
木
、
長
野
の
面
々
声
を
揃

へ
、「
殿
様
ま
で
叛
逆
に
仕
立
る
不
届
。
早
々
此
座
を
罷
立
候
へ
。
異
義
に

及
ば
ゞ
将
軍
家
へ
申
上
ん
」
と
、
公
義
を
笠
に
着
て
面
々
言
籠
け
れ
ば
、

甘
利
も
憤
り
涙
は
ら
〳
〵
と
、「
身
は
は
た
物
に
掛
る
と
も
乱
心
な
き
主
君

を
、
一
言
の
申
開
き
も
せ
ず
し
て
公
命
の
ま
ゝ
押
込
ん
は
去
と
は
情
な
き
事

か
な
」
と
斯
迄
奥
意
申
出
し
け
る
に
、
今
と
成
て
叛
逆
と
の
押
付
口
上
。
胸

も
は
り
さ
く
心
外
に
、
返
答
に
も
不
及
す
ご
〳
〵
と
立
帰
り
け
る
甘
利
三
郎

左
衛
門
が
心
の
内
こ
そ
口
惜
け
れ
。

両
者
一
歩
も
退
か
ぬ
論
争
の
中
で
、
狡
智
に
し
て
弁
舌
達
者
の
長
野
が
実
直
の
甘

利
を
抑
え
て
い
く
。
こ
の
構
図
は
作
者
が
意
識
し
て
描
い
た
と
こ
ろ
と
考
え
る
。

　こ
の
評
定
に
よ
り
忠
一
は
押
し
込
め
ら
れ
狂
死
に
至
る
が
（
前
述
）、
こ
の
間

も
甘
利
は
種
々
思
案
を
続
け
「
何
と
や
ら
ん
直
訴
に
も
可
出
様
子
に
見
え
し
か

ば
」、
不
義
の
者
共
は
こ
れ
を
警
戒
し
、
忠
一
死
去
の
三
日
目
の
夜
、
長
野
が
堀

端
の
矢
よ
け
石
な
る
大
石
の
陰
に
潜
み
居
て
手
鎗
で
甘
利
を
突
き
殺
す
。

　こ
こ
か
ら
甘
利
の
遺
子
が
敵
討
成
就
を
志
す
話
に
入
る
が
、
そ
れ
は
敵
討
物
実

録
の
定
型
に
沿
っ
た
も
の
で
あ
る
。
即
ち
、
遺
さ
れ
た
者
た
ち
の
出
国
、
生
活
の

実
録
「
伯
州
米
子
の
城
下
敵
討
の
事
」
に
つ
い
て
（
田
中
則
雄
）

九
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主
張
し
た
。
こ
れ
を
長
野
六
郎
左
衛
門
が
真
っ
向
か
ら
否
定
す
る
。
こ
こ
で
作
者

は
、
長
野
と
は
次
の
よ
う
な
者
で
あ
っ
た
と
、
そ
の
人
物
像
を
詳
し
く
記
し
て
い

る
。

（
長
野
は
）
甘
利
同
格
の
長
柄
大
将
に
て
古
老
の
面
々
も
隔
心
せ
し
程
の

武
芸
人
品
抜
群
の
士
な
れ
ど
も
、
生
得
口
荒
く
武
辺
を
我
鼻
に
か
け
、
主

人
伯
耆
守
殿
を
も
、「
小
伜
に
て
伯
州
廿
二
万
石
と
は
昔
の
世
な
ら
ば
叶
は

ぬ
事
。
静
謐
は
異
な
も
の
な
り
」
と
常
に
悪
口
せ
し
儘
、
伯
耆
守
殿
も
気
に

不
入
懇
意
も
な
く
、
式
日
の
目
見
ば
か
り
に
て
家
中
も
三
分
二
は
憎
し
か
ど

も
、
…
…
先
は
何
を
言
出
し
て
も
家
老
ど
も
ゝ
十
に
六
つ
七
ツ
は
承
引
す
る

程
の
利
屈
者
の
六
ヶ
敷
男
な
り
し
が
、

人
を
見
下
ろ
し
弁
の
立
つ
者
、
従
っ
て
一
旦
発
言
す
る
と
周
囲
は
容
易
に
反
論
で

き
な
い
空
気
を
作
り
上
げ
る
の
で
あ
る
。
そ
の
長
野
が
甘
利
の
説
を
頭
ご
な
し
に

否
定
し
、
畢
竟
幕
府
に
対
し
て
は
何
事
も
畏
ま
っ
た
と
ば
か
り
申
し
て
逆
ら
わ
ぬ

の
が
身
の
た
め
で
あ
る
と
主
張
し
た
。
こ
れ
を
聞
い
て
甘
利
も
熱
を
帯
び
た
。

（
甘
利
思
う
に
）「
一
身
へ
掛
つ
た
る
事
な
ら
ば
其
分
に
も
堪
忍
す
べ
き
場

な
れ
共
、
是
は
主
人
伯
耆
守
殿
の
浮
沈
存
亡
の
一
大
事
」
と
、
忠
義
を
宗
と

せ
し
甘
利
な
れ
ば
、
押
返
し
、「
是
長
野
氏
、
傍
輩
中
の
事
な
ら
ば
兎
も
角

も
な
れ
ど
も
、
全
殿
の
御
大
事
な
れ
ば
こ
そ
差
切
て
申
出
す
な
れ
。
江
戸
駿

府
へ
行
な
ら
ば
、
身
共
な
り
と
も
惣
名
代
に
罷
越
急
度
申
開
べ
し
。
御
乱
心

に
も
な
き
御
年
若
成
殿
の
御
身
を
座
敷
牢
と
は
無
念
千
万
」
と
云
も
果
ず
、

殿
様
の
た
め
故
に
申
す
の
で
あ
る
、
自
分
こ
そ
惣
名
代
と
な
っ
て
幕
府
へ
赴
き
申

し
開
き
せ
ん
と
、
忠
心
を
顕
わ
に
し
た
が
、
こ
れ
は
長
野
を
刺
激
し
た
。

長
野
膝
立
直
し
て
、「
是
々
甘
利
、
左
云
通
り
叶
は
ゞ
、
貴
殿
は
当
家
一
人

の
忠
臣
た
ら
ん
か
。
御
吟
味
済
て
被
仰
付
の
座
敷
牢
。
不
叶
願
に
罷
出
、
弥

不
首
尾
事
募
り
、
所
詮
家
中
の
騒
動
や
か
ま
し
き
と
、
遠
島
か
御
預
け
と
、

弥
増
す
御
咎
め
の
時
は
な
ん
と
」
と
詰
掛
る
。

甘
利
は
長
野
の
挑
発
に
乗
せ
ら
れ
、
い
ざ
と
な
れ
ば
幕
府
に
対
し
徹
底
抗
戦
に
出

る
の
み
と
述
べ
る
が
、
こ
れ
は
長
野
ら
に
と
っ
て
恰
好
の
攻
撃
の
的
と
な
っ
て
し

ま
っ
た
。

甘
利
も
申
出
し
た
る
忠
義
信
に
は
身
命
を
惜
ま
ぬ
決
定
心
な
れ
ば
、「
は
て

扨
其
時
こ
そ
国
主
の
規
模
は
何
の
為
ぞ
。
此
米
子
の
城
に
楯
籠
り
国
中
を
駈

催
し
、
得
こ
そ
殿
を
ば
渡
す
ま
じ
。
叶
は
ぬ
模
様
に
見
請
な
ば
、
日
比
奉
信

主
従
共
残
ら
ず
大
山
の
御
嶽
を
詰
の
城
と
定
め
奥
深
く
勢
は
百
人
二
百
人
の

兵
な
り
と
も
、
二
年
三
年
の
間
容
易
に
責
抜
る
ゝ
事
あ
ら
じ
」
と
心
底
残

ら
ず
申
出
す
と
否
や
、
家
老
を
初
大
目
付
大
野
木
、
長
野
の
面
々
声
を
揃

へ
、「
殿
様
ま
で
叛
逆
に
仕
立
る
不
届
。
早
々
此
座
を
罷
立
候
へ
。
異
義
に

及
ば
ゞ
将
軍
家
へ
申
上
ん
」
と
、
公
義
を
笠
に
着
て
面
々
言
籠
け
れ
ば
、

甘
利
も
憤
り
涙
は
ら
〳
〵
と
、「
身
は
は
た
物
に
掛
る
と
も
乱
心
な
き
主
君

を
、
一
言
の
申
開
き
も
せ
ず
し
て
公
命
の
ま
ゝ
押
込
ん
は
去
と
は
情
な
き
事

か
な
」
と
斯
迄
奥
意
申
出
し
け
る
に
、
今
と
成
て
叛
逆
と
の
押
付
口
上
。
胸

も
は
り
さ
く
心
外
に
、
返
答
に
も
不
及
す
ご
〳
〵
と
立
帰
り
け
る
甘
利
三
郎

左
衛
門
が
心
の
内
こ
そ
口
惜
け
れ
。

両
者
一
歩
も
退
か
ぬ
論
争
の
中
で
、
狡
智
に
し
て
弁
舌
達
者
の
長
野
が
実
直
の
甘

利
を
抑
え
て
い
く
。
こ
の
構
図
は
作
者
が
意
識
し
て
描
い
た
と
こ
ろ
と
考
え
る
。

　こ
の
評
定
に
よ
り
忠
一
は
押
し
込
め
ら
れ
狂
死
に
至
る
が
（
前
述
）、
こ
の
間

も
甘
利
は
種
々
思
案
を
続
け
「
何
と
や
ら
ん
直
訴
に
も
可
出
様
子
に
見
え
し
か

ば
」、
不
義
の
者
共
は
こ
れ
を
警
戒
し
、
忠
一
死
去
の
三
日
目
の
夜
、
長
野
が
堀

端
の
矢
よ
け
石
な
る
大
石
の
陰
に
潜
み
居
て
手
鎗
で
甘
利
を
突
き
殺
す
。

　こ
こ
か
ら
甘
利
の
遺
子
が
敵
討
成
就
を
志
す
話
に
入
る
が
、
そ
れ
は
敵
討
物
実

録
の
定
型
に
沿
っ
た
も
の
で
あ
る
。
即
ち
、
遺
さ
れ
た
者
た
ち
の
出
国
、
生
活
の

実
録
「
伯
州
米
子
の
城
下
敵
討
の
事
」
に
つ
い
て
（
田
中
則
雄
）
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苦
難
、
仏
神
の
加
護
に
よ
る
と
思
し
き
援
助
者
の
出
現
、
武
術
鍛
錬
、
家
来
の

献
身
的
忠
義
等
々
あ
っ
て
、
結
果
成
就
に
至
る
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
甘
利
の

妻
は
、
息
子
三
郎
四
郎
（
一
一
歳
）、
娘
於
幸
（
八
歳
）
を
伴
い
京
都
へ
出
る
。

於
幸
は
島
原
へ
勤
め
に
出
、
三
郎
四
郎
は
比
叡
山
横
川
の
恵
心
院
に
入
り
小
姓
と

な
る
が
、
出
家
の
意
志
は
全
く
無
く
、
武
術
上
達
し
て
敵
を
討
つ
こ
と
の
み
を
望

む
。
彼
は
日
吉
山
王
権
現
に
日
参
し
て
敵
討
成
就
を
祈
る
が
、
そ
の
様
を
見
て
心

打
た
れ
た
天
真
流
の
達
人
無
我
斎
に
三
年
に
わ
た
っ
て
指
南
を
受
け
て
剣
術
奥
義

に
至
り
、「
横
川
の
恵
心
院
の
小
天
狗
」
と
の
異
名
を
取
る
。
三
郎
四
郎
は
こ
れ

を
「
偏
に
山
王
権
現
の
御
引
合
せ
」
と
受
け
と
め
る
。

　慶
長
一
九
年
（
一
六
一
四
）
大
坂
の
陣
が
始
ま
る
と
の
風
聞
の
中
、
図
ら
ず
も

中
村
家
旧
臣
で
伯
母
婿
（
亡
父
三
郎
左
衛
門
の
姉
婿
）
に
当
た
る
矢
野
和
泉
守
が

恵
心
院
を
訪
ね
て
来
る
。「
そ
の
方
の
志
は
承
知
し
て
い
る
。
自
分
は
こ
の
度
豊

臣
秀
頼
の
招
き
に
応
じ
頭
分
と
な
っ
て
出
陣
す
る
故
、
生
死
の
ほ
ど
も
測
り
が
た

い
。
も
し
豊
臣
勝
利
と
な
れ
ば
、
志
が
叶
う
よ
う
共
に
図
ろ
う
。
長
野
六
郎
左
衛

門
も
大
坂
方
へ
来
る
か
も
知
れ
ず
、
よ
く
気
を
付
け
て
お
く
」
と
告
げ
る
。
矢
野

は
三
郎
四
郎
母
を
も
訪
れ
て
励
ま
し
て
去
り
、
後
に
大
坂
の
陣
で
「
晴
な
る
討
死

せ
し
」
と
す
る
。
矢
野
和
泉
守
は
中
村
家
中
に
実
在
し
た
人
物
で
あ
る
。
例
え
ば

『
伯
耆
志
』（
前
掲
鳥
取
県
立
図
書
館
蔵
写
本
）
巻
七
に
「
中
村
氏
臣
物
頭
以
上
」

と
し
て
、「
三
千
石

　矢
野
和
泉
」
と
あ
る
。
ま
た
同
巻
に
は
、
中
村
の
遺
臣
矢

野
和
泉
守
正
倫
が
大
坂
の
陣
の
前
に
豊
臣
秀
頼
に
対
し
、
自
分
が
軍
功
を
挙
げ
た

な
ら
ば
亡
き
忠
一
の
妾
腹
の
子
を
立
て
て
主
家
を
再
興
す
る
こ
と
を
認
め
る
よ
う

約
束
を
取
り
付
け
た
こ
と
を
記
す
。
作
者
は
こ
の
人
物
に
着
目
し
、
甘
利
三
郎
四

郎
の
伯
母
婿
で
あ
っ
た
と
設
定
し
、
陰
な
が
ら
甘
利
母
子
に
力
を
付
け
た
と
し
た

の
で
あ
る
。

　こ
の
あ
と
の
敵
討
成
就
へ
と
向
か
う
一
連
の
話
は
虚
構
性
が
強
く
な
っ
て
い

る
。
甘
利
家
の
草
履
取
り
で
あ
っ
た
八
平
は
、
長
野
が
近
江
国
に
い
る
と
の
情
報

を
摑
み
、
都
へ
上
り
三
郎
四
郎
と
再
会
、
即
刻
二
人
は
近
江
国
へ
向
か
う
が
、
既

に
長
野
は
隠
岐
国
の
山
代
官
の
後
家
の
入
り
婿
と
な
り
こ
の
地
を
去
っ
た
と
い

う
。
そ
こ
で
隠
岐
へ
と
赴
く
が
、
領
主
堀
尾
山
城
守
が
大
坂
へ
出
陣
す
る
に
当
た

り
、
長
野
も
大
坂
か
江
戸
へ
出
た
と
い
う
。
二
人
は
、
先
ず
は
大
坂
へ
と
向
か

う
。
こ
こ
で
二
人
は
亡
き
甘
利
三
郎
左
衛
門
に
よ
る
夢
の
告
げ
を
聞
き
、
前
生
か

ら
の
宿
縁
の
こ
と
、
今
後
の
命
運
の
こ
と
を
知
る
と
す
る
が
、
こ
の
設
定
が
本
作

の
一
つ
の
大
き
な
特
徴
を
な
し
て
い
る
。
大
坂
へ
至
る
と
日
は
暮
れ
、
御
影
の
松

原
の
辻
堂
に
入
り
ま
ど
ろ
み
、
二
人
は
同
じ
夢
を
見
る
。
即
ち
亡
き
三
郎
左
衛
門

が
現
れ
、
自
分
の
前
生
の
こ
と
、
長
野
と
の
対
立
は
そ
の
宿
縁
に
よ
る
も
の
で
あ

る
こ
と
、
今
は
長
野
を
討
つ
こ
と
は
叶
わ
ず
後
に
己
の
三
十
三
回
忌
の
時
に
達
成

さ
れ
る
こ
と
を
告
げ
る
。

　三
郎
左
衛
門
が
語
る
長
野
と
の
宿
縁
と
は
以
下
の
よ
う
な
こ
と
で
あ
る
。
前
生

に
お
い
て
、
自
分
は
出
雲
国
尼
子
家
に
仕
え
る
足
軽
大
将
嶋
根
監
物
、
長
野
は
同

職
の
隠
岐
九
郎
兵
衛
と
い
う
者
で
あ
っ
た
。
両
者
は
大
内
軍
と
の
戦
の
折
に
対
立

を
生
じ
、
嶋
根
は
隠
岐
を
討
ち
果
た
し
た
と
す
る
。

某
は
古
参
と
い
ひ
大
身
な
り
。
九
郎
兵
衛
は
新
参
の
小
身
ゆ
ゑ
、
預
り
足
軽

ど
も
下
知
を
用
る
事
某
に
不
及
。
此
義
を
以
て
九
郎
兵
衛
こ
の
人
数
廻
し
の

下
知
不
当
の
器
量
と
某
申
出
し
け
る
を
無
念
が
り
、
軍
散
じ
て
鬱
憤
を
ふ
く

み
、
某
を
ね
ら
ひ
可
討
と
の
取
沙
汰
を
聞
と
否
や
、
某
方
よ
り
遮
て
打
て
捨

た
り
し
が
、
其
節
相
果
る
ま
で
甚
無
念
が
り
し
後
来
を
引
事
、
昔
よ
り
言
ふ

ら
し
け
る
に
違
ひ
な
く
、

こ
の
遺
恨
が
以
降
の
経
緯
の
発
端
と
な
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。

　自
分
は
尼
子
家
退
転
の
後
甲
州
武
田
家
を
志
し
、
甘
利
左
衛
門
晴
吉
に
客
人
分

と
し
て
迎
え
ら
れ
た
。
左
衛
門
は
不
慮
の
死
を
遂
げ
、
美
形
に
し
て
貞
を
守
っ
て

実
録
「
伯
州
米
子
の
城
下
敵
討
の
事
」
に
つ
い
て
（
田
中
則
雄
）
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い
た
後
室
は
や
が
て
嶋
根
監
物
の
年
盛
り
で
実
義
の
体
を
慕
う
よ
う
に
な
る
。
一

方
こ
の
時
隠
岐
九
郎
兵
衛
は
、
同
じ
甘
利
家
中
の
畑
野
加
賀
な
る
強
勇
無
骨
の
侍

に
転
生
し
て
い
た
。
畑
野
も
後
室
に
恋
慕
す
る
も
の
の
拒
ま
れ
た
。
か
く
て
「
天

正
五
年
六
月
十
一
日
」、
畑
野
は
嶋
根
を
酒
宴
に
事
寄
せ
て
招
き
帰
路
を
待
ち
受

け
闇
討
ち
に
し
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
、

監
物
が
討
れ
し
月
日
は
猶
雲
州
九
郎
兵
衛
を
討
た
る
天
文
十
四
年
五
月
十
一

日
よ
り
三
十
三
年
目
の
祥
月
日
に
当
り
し
事
、
不
思
義
の
業
因
な
り
。

と
す
る
。
こ
こ
で
祥
月
日
云
々
と
い
う
の
は
、
月
の
相
違
は
あ
る
が
同
じ
一
一
日

の
忌
日
で
あ
る
こ
と
を
言
う
も
の
と
解
す
る
。
横
死
し
た
監
物
は
甘
利
後
室
を
慕

う
妄
執
に
よ
り
彼
女
の
胎
内
へ
宿
り
甘
利
の
血
脈
を
受
け
て
三
郎
左
衛
門
と
生
ま

れ
、
中
村
の
家
臣
と
な
っ
た
。
一
方
畑
野
は
こ
の
後
、
長
野
玄
蕃
―
―
元
来
は
伊

勢
の
国
司
の
一
族
に
て
織
田
家
に
追
わ
れ
て
出
奔
し
、
伯
耆
国
の
一
揆
大
将
と

な
っ
て
い
た
者
―
―
の
庇
護
を
受
け
る
が
病
死
。
や
が
て
玄
蕃
の
妾
腹
に
長
野
六

郎
左
衛
門
と
し
て
再
生
し
、
や
は
り
一
揆
大
将
と
な
り
郷
士
の
格
式
で
豊
か
に
暮

ら
し
た
。
中
村
一
学
即
ち
忠
一
の
伯
耆
国
入
封
は
こ
の
頃
の
こ
と
で
あ
っ
た
と
す

る
。

慶
長
五
年
の
暮
此
国
を
中
村
一
学
へ
被
下
、
伯
父
彦
左
衛
門
後
見
し
、
一
学

幼
少
の
間
国
元
騒
乱
出
来
て
は
身
上
の
障
り
と
思
案
し
、
伯
州
一
揆
の
頭
分

の
輩
を
悉
く
知
行
相
応
に
宛
行
、
格
式
宜
敷
申
付
そ
れ
〳
〵
に
呼
出
し
け
れ

ば
、
国
中
も
静
謐
し
人
数
も
自
然
と
出
来
た
り
。

忠
一
の
伯
父
中
村
彦
左
衛
門
の
計
ら
い
に
よ
っ
て
、
長
野
は
中
村
家
の
士
と
な
っ

た
。
か
く
て
三
郎
左
衛
門
は
、
長
野
と
再
び
同
じ
家
中
に
身
を
置
く
こ
と
と
な
っ

た
の
で
あ
る
。

不
思
義
の
宿
敵
の
生
れ
合
せ
に
て
、
…
…
（
自
分
は
忠
一
に
仕
え
て
）
慶
長

十
四
年
入
部
の
節
供
し
て
在
所
（
伯
耆
国
）
へ
下
り
、
長
野
と
同
職
の
長
柄

大
将
た
り
し
に
、
伯
耆
守
乱
心
な
ら
ざ
る
に
無
念
の
蟄
居
、
是
を
是
非
〳
〵

可
申
開
と
忠
義
を
励
し
が
害
と
成
て
長
野
が
為
に
討
れ
し
は
、
宿
世
の
敵
の

返
り
討
。
重
々
の
憤
り
、
此
怨
は
晴
が
た
し
。

三
郎
左
衛
門
の
霊
は
こ
う
語
り
、
更
に
続
け
て
、
長
野
は
所
持
す
る
命
符
に
守
ら

れ
て
お
り
今
は
討
つ
こ
と
叶
わ
ず
、
自
分
の
三
十
三
回
忌
ま
で
待
つ
べ
き
こ
と
、

八
平
の
忠
義
感
ず
べ
く
島
原
に
い
る
娘
と
娶
せ
家
を
継
が
せ
、
三
郎
四
郎
は
敵
討

成
就
の
後
恵
心
院
へ
戻
り
仏
道
専
心
を
遂
げ
る
べ
き
こ
と
な
ど
を
告
げ
て
去
る
。

　こ
の
あ
と
三
郎
四
郎
は
伯
耆
国
へ
帰
り
、
中
国
筋
を
中
心
に
長
野
の
行
方
を
探

す
。
長
野
は
堀
尾
家
の
断
絶
に
よ
っ
て
禄
を
失
い
、
江
戸
へ
下
る
が
仕
官
叶
わ

ず
、
再
び
伯
耆
へ
帰
る
途
上
船
が
遭
難
し
、
所
持
し
て
い
た
命
符
を
失
う
。
そ
の

後
米
子
で
人
に
算
道
筆
道
を
指
南
し
て
生
活
す
る
。
こ
の
情
報
が
寛
永
一
八
年
の

春
、
伯
耆
国
羽う

衣え

石し

に
住
む
八
平
の
親
類
に
よ
っ
て
三
郎
四
郎
の
も
と
に
も
た
ら

さ
れ
る
。

三
郎
四
郎
も
当
年
光
陰
積
り
て
四
十
三
歳
、
剣
術
は
天
真
流
の
奥
義
ま
で
極

め
、
其
後
諸
流
へ
立
入
稽
古
無
油
断
、
近
年
は
自
己
の
発
明
抜
群
の
器
量
備

り
、
七
尺
の
屏
風
も
飛
越
飛
帰
る
程
の
早
業
、
術
に
於
て
は
無
気
遣
、

満
を
持
し
て
、
同
年
六
月
一
一
日
、
即
ち
三
郎
左
衛
門
三
十
三
回
忌
の
祥
月
日
、

矢
よ
け
石
の
側
で
待
ち
受
け
、
堂
々
名
乗
り
懸
け
火
花
を
散
ら
し
て
戦
っ
た
末
討

ち
取
る
。
直
ち
に
恵
心
院
へ
赴
き
剃
髪
し
て
無
怨
と
号
し
、
幼
少
よ
り
習
い
覚
え

た
法
華
経
一
千
部
を
読
誦
し
、
後
に
坂
本
西
教
寺
の
万
日
堂
の
庵
主
と
な
り
、

七
九
歳
に
て
三
七
日
の
断
食
の
末
正
念
の
内
に
往
生
を
遂
げ
た
と
す
る
。

　以
上
掲
げ
た
よ
う
に
、
全
体
の
大
枠
は
実
録
の
敵
討
譚
の
定
型
に
沿
っ
て
い

る
。
た
だ
し
そ
の
中
に
甘
利
三
郎
左
衛
門
の
霊
の
告
げ
の
こ
と
を
入
れ
込
み
つ

つ
、
こ
の
甘
利
・
長
野
の
確
執
は
前
世
か
ら
の
宿
縁
に
拠
る
と
構
想
し
た
と
こ
ろ

に
特
色
が
認
め
ら
れ
る
。
こ
の
発
想
は
む
し
ろ
読
本
に
お
け
る
仮
構
に
接
近
し
て

実
録
「
伯
州
米
子
の
城
下
敵
討
の
事
」
に
つ
い
て
（
田
中
則
雄
）
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い
た
後
室
は
や
が
て
嶋
根
監
物
の
年
盛
り
で
実
義
の
体
を
慕
う
よ
う
に
な
る
。
一

方
こ
の
時
隠
岐
九
郎
兵
衛
は
、
同
じ
甘
利
家
中
の
畑
野
加
賀
な
る
強
勇
無
骨
の
侍

に
転
生
し
て
い
た
。
畑
野
も
後
室
に
恋
慕
す
る
も
の
の
拒
ま
れ
た
。
か
く
て
「
天

正
五
年
六
月
十
一
日
」、
畑
野
は
嶋
根
を
酒
宴
に
事
寄
せ
て
招
き
帰
路
を
待
ち
受

け
闇
討
ち
に
し
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
、

監
物
が
討
れ
し
月
日
は
猶
雲
州
九
郎
兵
衛
を
討
た
る
天
文
十
四
年
五
月
十
一

日
よ
り
三
十
三
年
目
の
祥
月
日
に
当
り
し
事
、
不
思
義
の
業
因
な
り
。

と
す
る
。
こ
こ
で
祥
月
日
云
々
と
い
う
の
は
、
月
の
相
違
は
あ
る
が
同
じ
一
一
日

の
忌
日
で
あ
る
こ
と
を
言
う
も
の
と
解
す
る
。
横
死
し
た
監
物
は
甘
利
後
室
を
慕

う
妄
執
に
よ
り
彼
女
の
胎
内
へ
宿
り
甘
利
の
血
脈
を
受
け
て
三
郎
左
衛
門
と
生
ま

れ
、
中
村
の
家
臣
と
な
っ
た
。
一
方
畑
野
は
こ
の
後
、
長
野
玄
蕃
―
―
元
来
は
伊

勢
の
国
司
の
一
族
に
て
織
田
家
に
追
わ
れ
て
出
奔
し
、
伯
耆
国
の
一
揆
大
将
と

な
っ
て
い
た
者
―
―
の
庇
護
を
受
け
る
が
病
死
。
や
が
て
玄
蕃
の
妾
腹
に
長
野
六

郎
左
衛
門
と
し
て
再
生
し
、
や
は
り
一
揆
大
将
と
な
り
郷
士
の
格
式
で
豊
か
に
暮

ら
し
た
。
中
村
一
学
即
ち
忠
一
の
伯
耆
国
入
封
は
こ
の
頃
の
こ
と
で
あ
っ
た
と
す

る
。

慶
長
五
年
の
暮
此
国
を
中
村
一
学
へ
被
下
、
伯
父
彦
左
衛
門
後
見
し
、
一
学

幼
少
の
間
国
元
騒
乱
出
来
て
は
身
上
の
障
り
と
思
案
し
、
伯
州
一
揆
の
頭
分

の
輩
を
悉
く
知
行
相
応
に
宛
行
、
格
式
宜
敷
申
付
そ
れ
〳
〵
に
呼
出
し
け
れ

ば
、
国
中
も
静
謐
し
人
数
も
自
然
と
出
来
た
り
。

忠
一
の
伯
父
中
村
彦
左
衛
門
の
計
ら
い
に
よ
っ
て
、
長
野
は
中
村
家
の
士
と
な
っ

た
。
か
く
て
三
郎
左
衛
門
は
、
長
野
と
再
び
同
じ
家
中
に
身
を
置
く
こ
と
と
な
っ

た
の
で
あ
る
。

不
思
義
の
宿
敵
の
生
れ
合
せ
に
て
、
…
…
（
自
分
は
忠
一
に
仕
え
て
）
慶
長

十
四
年
入
部
の
節
供
し
て
在
所
（
伯
耆
国
）
へ
下
り
、
長
野
と
同
職
の
長
柄

大
将
た
り
し
に
、
伯
耆
守
乱
心
な
ら
ざ
る
に
無
念
の
蟄
居
、
是
を
是
非
〳
〵

可
申
開
と
忠
義
を
励
し
が
害
と
成
て
長
野
が
為
に
討
れ
し
は
、
宿
世
の
敵
の

返
り
討
。
重
々
の
憤
り
、
此
怨
は
晴
が
た
し
。

三
郎
左
衛
門
の
霊
は
こ
う
語
り
、
更
に
続
け
て
、
長
野
は
所
持
す
る
命
符
に
守
ら

れ
て
お
り
今
は
討
つ
こ
と
叶
わ
ず
、
自
分
の
三
十
三
回
忌
ま
で
待
つ
べ
き
こ
と
、

八
平
の
忠
義
感
ず
べ
く
島
原
に
い
る
娘
と
娶
せ
家
を
継
が
せ
、
三
郎
四
郎
は
敵
討

成
就
の
後
恵
心
院
へ
戻
り
仏
道
専
心
を
遂
げ
る
べ
き
こ
と
な
ど
を
告
げ
て
去
る
。

　こ
の
あ
と
三
郎
四
郎
は
伯
耆
国
へ
帰
り
、
中
国
筋
を
中
心
に
長
野
の
行
方
を
探

す
。
長
野
は
堀
尾
家
の
断
絶
に
よ
っ
て
禄
を
失
い
、
江
戸
へ
下
る
が
仕
官
叶
わ

ず
、
再
び
伯
耆
へ
帰
る
途
上
船
が
遭
難
し
、
所
持
し
て
い
た
命
符
を
失
う
。
そ
の

後
米
子
で
人
に
算
道
筆
道
を
指
南
し
て
生
活
す
る
。
こ
の
情
報
が
寛
永
一
八
年
の

春
、
伯
耆
国
羽う

衣え

石し

に
住
む
八
平
の
親
類
に
よ
っ
て
三
郎
四
郎
の
も
と
に
も
た
ら

さ
れ
る
。

三
郎
四
郎
も
当
年
光
陰
積
り
て
四
十
三
歳
、
剣
術
は
天
真
流
の
奥
義
ま
で
極

め
、
其
後
諸
流
へ
立
入
稽
古
無
油
断
、
近
年
は
自
己
の
発
明
抜
群
の
器
量
備

り
、
七
尺
の
屏
風
も
飛
越
飛
帰
る
程
の
早
業
、
術
に
於
て
は
無
気
遣
、

満
を
持
し
て
、
同
年
六
月
一
一
日
、
即
ち
三
郎
左
衛
門
三
十
三
回
忌
の
祥
月
日
、

矢
よ
け
石
の
側
で
待
ち
受
け
、
堂
々
名
乗
り
懸
け
火
花
を
散
ら
し
て
戦
っ
た
末
討

ち
取
る
。
直
ち
に
恵
心
院
へ
赴
き
剃
髪
し
て
無
怨
と
号
し
、
幼
少
よ
り
習
い
覚
え

た
法
華
経
一
千
部
を
読
誦
し
、
後
に
坂
本
西
教
寺
の
万
日
堂
の
庵
主
と
な
り
、

七
九
歳
に
て
三
七
日
の
断
食
の
末
正
念
の
内
に
往
生
を
遂
げ
た
と
す
る
。

　以
上
掲
げ
た
よ
う
に
、
全
体
の
大
枠
は
実
録
の
敵
討
譚
の
定
型
に
沿
っ
て
い

る
。
た
だ
し
そ
の
中
に
甘
利
三
郎
左
衛
門
の
霊
の
告
げ
の
こ
と
を
入
れ
込
み
つ

つ
、
こ
の
甘
利
・
長
野
の
確
執
は
前
世
か
ら
の
宿
縁
に
拠
る
と
構
想
し
た
と
こ
ろ

に
特
色
が
認
め
ら
れ
る
。
こ
の
発
想
は
む
し
ろ
読
本
に
お
け
る
仮
構
に
接
近
し
て

実
録
「
伯
州
米
子
の
城
下
敵
討
の
事
」
に
つ
い
て
（
田
中
則
雄
）

一
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い
る
と
考
え
る
。
当
人
は
そ
の
時
点
に
お
い
て
全
く
関
知
せ
ず
に
行
動
し
て
い
る

が
、
実
は
過
去
の
宿
縁
が
背
後
で
そ
う
さ
せ
て
い
た
と
す
る
も
の
と
し
て
、
曲
亭

馬
琴
の
読
本
『
石
言
遺
響
』（
文
化
二
年
（
一
八
○
五
）
刊
）
に
、
日
野
良
政
の

正
室
万
字
前
が
、
後
に
夫
が
娶
っ
た
月
小
夜
に
嫉
妬
し
攻
撃
す
る
が
、
実
は
万
字

前
は
月
小
夜
の
父
日
野
俊
基
に
滅
ぼ
さ
れ
た
塩
飽
勝
重
の
娘
で
あ
り
、
彼
女
自
身

も
知
ら
な
い
こ
と
な
が
ら
、
亡
父
の
宿
執
を
引
い
て
い
た
の
で
あ
っ
た
と
す
る
例

な
ど
が
想
起
さ
れ
る
。

　こ
の
よ
う
に
本
作
の
後
半
を
な
す
甘
利
三
郎
四
郎
の
敵
討
譚
は
極
め
て
創
作
性

の
強
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
た
だ
長
野
が
中
村
家
の
士
と
な
る
経
緯
の
説
明
の

中
で
、
中
村
彦
左
衛
門
が
幼
少
の
忠
一
を
後
見
し
た
こ
と
に
触
れ
て
い
た
。
こ
れ

は
史
実
に
お
い
て
、
中
村
一
氏
が
病
没
し
た
後
弟
の
中
村
彦
左
衛
門
一
栄
が
、
兄

に
代
わ
っ
て
関
ヶ
原
の
戦
に
出
陣
し
、
ま
た
幕
命
を
受
け
て
幼
少
の
忠
一
を
輔
佐

し
た
こ
と
を
踏
ま
え
て
い
る
。
敵
討
の
筋
自
体
は
全
く
の
創
作
で
あ
っ
た
に
せ

よ
、
作
者
は
こ
こ
で
も
中
村
家
の
歴
史
と
の
接
続
を
保
持
し
よ
う
と
し
た
こ
と
が

窺
え
る
。四

　結
語

　実
録
「
伯
州
米
子
の
城
下
敵
討
の
事
」
は
、
伯
耆
中
村
家
の
歴
史
を
根
底
に
置

き
つ
つ
、
そ
こ
に
騒
動
断
絶
と
敵
討
の
話
を
仮
構
に
よ
っ
て
組
み
入
れ
た
も
の
と

認
め
る
。
作
者
が
踏
ま
え
て
い
る
歴
史
と
は
、
中
村
家
由
緒
と
そ
れ
に
関
わ
る
徳

川
か
ら
の
処
遇
の
事
、
年
若
き
忠
一
が
伯
耆
国
を
賜
り
九
年
に
し
て
終
わ
っ
た

事
、
忠
一
の
最
期
が
頓
死
で
あ
っ
た
事
、
断
絶
後
の
財
産
管
理
に
問
題
の
あ
っ
た

事
、
断
絶
五
年
後
の
慶
長
一
九
年
（
一
六
一
四
）
に
起
こ
っ
た
大
坂
の
陣
に
お
い

て
豊
臣
秀
頼
方
に
付
い
て
働
こ
う
と
し
た
矢
野
和
泉
守
の
如
き
遺
臣
が
い
た
事
な

ど
で
あ
る
。

　そ
の
一
方
で
前
述
し
た
如
く
、
中
村
家
に
お
い
て
最
も
有
名
な
横
田
騒
動
に
つ

い
て
は
全
く
言
及
し
な
い
。
作
者
は
こ
の
騒
動
に
つ
い
て
承
知
し
て
い
な
が
ら
敢

え
て
触
れ
な
か
っ
た
も
の
と
考
え
る
。
以
下
作
者
が
こ
の
実
録
を
構
想
し
た
経
緯

に
つ
い
て
推
測
し
て
み
る
。
横
田
騒
動
が
起
こ
っ
た
の
は
慶
長
八
年
（
一
六
○

三
）
一
一
月
、
忠
一
の
死
は
同
一
四
年
（
一
六
○
九
）
五
月
、
五
年
半
の
隔
た
り

は
あ
る
。
た
だ
し
頓
死
で
あ
り
、
そ
の
こ
と
を
め
ぐ
っ
て
諸
説
が
あ
っ
た
。
狂
死

説
ま
で
は
採
ら
ず
と
も
、
横
田
騒
動
の
事
件
と
し
て
の
異
常
さ
と
忠
一
の
死
と
を

絡
め
て
、
彼
に
何
ら
か
の
心
の
不
調
が
あ
っ
た
と
見
る
向
き
も
あ
っ
た
こ
と
が
想

像
で
き
る
。
こ
の
実
録
で
は
、
横
田
騒
動
に
お
け
る
重
臣
の
成
敗
を
、
男
色
を
め

ぐ
る
確
執
に
端
を
発
し
た
若
年
家
臣
た
ち
の
手
討
ち
へ
と
変
更
し
、
そ
こ
か
ら
狂

死
へ
と
至
る
話
を
構
想
し
た
。
作
者
は
中
村
家
に
関
す
る
史
実
、
更
に
は
実
否
不

詳
の
説
に
も
触
れ
る
中
で
、
米
子
中
村
家
の
時
代
と
は
い
か
な
る
も
の
で
あ
っ
た

の
か
を
捉
え
直
し
た
。
そ
の
上
で
一
つ
の
別
伝
と
し
て
読
ま
れ
る
こ
と
を
意
図
し

て
本
作
を
執
筆
し
た
の
で
は
な
か
っ
た
か
。
後
半
の
甘
利
三
郎
四
郎
の
敵
討
は
、

そ
れ
自
体
は
敵
討
物
実
録
の
定
型
に
沿
っ
た
創
作
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
こ
れ
も

同
家
の
騒
動
断
絶
の
一
件
か
ら
必
然
的
に
生
じ
た
も
の
と
し
て
読
ま
れ
る
よ
う
に

作
ら
れ
て
い
る
。

　作
者
が
如
何
な
る
人
物
で
あ
る
か
に
つ
い
て
は
明
確
な
手
掛
か
り
が
得
ら
れ
な

い
。
地
元
出
来
で
あ
れ
ば
、
随
所
に
地
元
の
地
名
が
配
置
さ
れ
る
な
ど
の
特
徴
が

見
ら
れ
る
は
ず
で
あ
る
が
、
本
作
に
は
、
前
掲
し
た
終
盤
部
分
に
、
長
野
が
米
子

に
戻
っ
て
い
る
と
い
う
情
報
を
、
羽
衣
石
（
鳥
取
県
湯
梨
浜
町
）
に
住
む
八
平
の

親
類
が
三
郎
四
郎
に
知
ら
せ
た
と
あ
る
の
み
で
あ
る
。
た
だ
一
方
で
甘
利
三
郎
四

郎
、
長
野
六
郎
左
衛
門
の
前
生
が
尼
子
の
士
で
あ
っ
た
と
す
る
所
な
ど
は
山
陰
と

の
繋
が
り
を
思
わ
せ
る
。
作
者
像
に
つ
い
て
の
検
討
は
今
後
の
課
題
と
し
て
残
さ

実
録
「
伯
州
米
子
の
城
下
敵
討
の
事
」
に
つ
い
て
（
田
中
則
雄
）
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れ
る
。

【
注
】

（
１
）
中
村
忠
一
は
、
初
名
は
一
学
、
一
忠
。
後
に
は
、
二
―
（
一
）
に
後
掲
す
る
本
実

録
の
本
文
や
『
藩
翰
譜
』
等
に
見
え
る
通
り
、
将
軍
秀
忠
よ
り
忠
字
を
与
え
ら
れ

忠
一
と
名
乗
る
。
ま
た
本
実
録
中
に
は
伯
耆
守
、
伯
州
な
ど
と
も
記
さ
れ
る
が
、

論
に
お
い
て
は
忠
一
で
統
一
し
た
。

（
２
）
横
田
騒
動
に
関
す
る
研
究
に
、
吉
永
昭
「
伯
耆
国
米
子
藩
「
横
田
騒
動
」
に
つ
い

て
」（『
御
家
騒
動
の
研
究
』
所
収
、
二
○
○
八
年
、
清
文
堂
出
版
）
な
ど
が
あ
る
。

な
お
吉
永
論
文
に
は
中
村
家
断
絶
の
経
緯
に
つ
い
て
も
関
連
史
料
を
掲
げ
つ
つ
記

述
さ
れ
て
お
り
、
多
く
の
示
唆
を
得
た
。

（
３
）
名
古
屋
市
蓬
左
文
庫
に
も
「
報
仇
記
談
」
と
題
す
る
写
本
が
存
す
る
（
三
○
巻

二
一
冊
、
明
和
五
年
（
一
六
六
八
）
序
）。
た
だ
し
都
立
中
央
本
と
は
所
収
話
に
異

同
が
あ
り
、「
伯
州
米
子
の
城
下
敵
討
の
事
」
は
収
め
ら
れ
て
い
な
い
。

（
４
）『
新
井
白
石
全
集
』
第
一
巻
（
一
九
○
五
年
、
吉
川
半
七
）

（
５
）『
新
訂
増
補 

国
史
大
系
』
第
三
八
巻
（
一
九
九
八
年
新
装
版
、
吉
川
弘
文
館
）

（
６
）
国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
蔵
写
本
。
ま
た
『
慶
長
年
録
』（
内
閣
文
庫
蔵
写
本
）
同

年
同
月
条
に
も
、
同
様
の
記
述
が
あ
る
。

（
７
）
静
岡
県
立
中
央
図
書
館
葵
文
庫
蔵
写
本
（
国
文
学
研
究
資
料
館
デ
ジ
タ
ル
資
料
に

よ
る
）。

（
８
）『
御
当
家
紀
年
録
』（
一
九
九
八
年
、
集
英
社
）

（
９
）
島
根
大
学
附
属
図
書
館
足
立
文
庫
蔵
写
本
。

（
10
）
鳥
取
県
立
図
書
館
蔵
写
本
（
請
求
記
号
二
○
九
・
二
／
三
）。
外
題
「
伯
陽
民
談
記
」。

い
ま
内
題
「
伯
耆
民
談
記
」
に
よ
る
。

（
11
）
鳥
取
県
立
図
書
館
蔵
写
本
に
よ
る
。

（
12
）『
大
日
本
史
料
』
第
一
二
編
之
六
（
一
九
○
四
年
、
東
京
帝
国
大
学
）

（
13
）
注
10
の
写
本
に
同
じ
。

（
14
）『
米
子
市
史
』（
一
九
四
二
年
、
米
子
市
役
所
）
一
二
四
頁
所
引
。

　資
料
の
引
用
に
際
し
て
、
濁
点
、
句
読
点
、
会
話
を
示
す
「

　」
等
を
補
っ
た

ほ
か
、
明
ら
か
な
誤
脱
は
改
め
た
。

　本
稿
は
、
山
陰
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
山
陰
地
域
文
学
関
係
資
料
の
研
究
」（
二

○
一
六
～
一
八
年
度
、
代
表
・
野
本
瑠
美
）、
Ｊ
Ｓ
Ｐ
Ｓ
科
研
費
一
六
Ｋ
○
二
四

○
六
「
地
方
実
録
の
生
成
に
関
す
る
研
究
」
の
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

実
録
「
伯
州
米
子
の
城
下
敵
討
の
事
」
に
つ
い
て
（
田
中
則
雄
）

一
三
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れ
る
。

【
注
】

（
１
）
中
村
忠
一
は
、
初
名
は
一
学
、
一
忠
。
後
に
は
、
二
―
（
一
）
に
後
掲
す
る
本
実

録
の
本
文
や
『
藩
翰
譜
』
等
に
見
え
る
通
り
、
将
軍
秀
忠
よ
り
忠
字
を
与
え
ら
れ

忠
一
と
名
乗
る
。
ま
た
本
実
録
中
に
は
伯
耆
守
、
伯
州
な
ど
と
も
記
さ
れ
る
が
、

論
に
お
い
て
は
忠
一
で
統
一
し
た
。

（
２
）
横
田
騒
動
に
関
す
る
研
究
に
、
吉
永
昭
「
伯
耆
国
米
子
藩
「
横
田
騒
動
」
に
つ
い

て
」（『
御
家
騒
動
の
研
究
』
所
収
、
二
○
○
八
年
、
清
文
堂
出
版
）
な
ど
が
あ
る
。

な
お
吉
永
論
文
に
は
中
村
家
断
絶
の
経
緯
に
つ
い
て
も
関
連
史
料
を
掲
げ
つ
つ
記

述
さ
れ
て
お
り
、
多
く
の
示
唆
を
得
た
。

（
３
）
名
古
屋
市
蓬
左
文
庫
に
も
「
報
仇
記
談
」
と
題
す
る
写
本
が
存
す
る
（
三
○
巻

二
一
冊
、
明
和
五
年
（
一
六
六
八
）
序
）。
た
だ
し
都
立
中
央
本
と
は
所
収
話
に
異

同
が
あ
り
、「
伯
州
米
子
の
城
下
敵
討
の
事
」
は
収
め
ら
れ
て
い
な
い
。

（
４
）『
新
井
白
石
全
集
』
第
一
巻
（
一
九
○
五
年
、
吉
川
半
七
）

（
５
）『
新
訂
増
補 

国
史
大
系
』
第
三
八
巻
（
一
九
九
八
年
新
装
版
、
吉
川
弘
文
館
）

（
６
）
国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
蔵
写
本
。
ま
た
『
慶
長
年
録
』（
内
閣
文
庫
蔵
写
本
）
同

年
同
月
条
に
も
、
同
様
の
記
述
が
あ
る
。

（
７
）
静
岡
県
立
中
央
図
書
館
葵
文
庫
蔵
写
本
（
国
文
学
研
究
資
料
館
デ
ジ
タ
ル
資
料
に

よ
る
）。

（
８
）『
御
当
家
紀
年
録
』（
一
九
九
八
年
、
集
英
社
）

（
９
）
島
根
大
学
附
属
図
書
館
足
立
文
庫
蔵
写
本
。

（
10
）
鳥
取
県
立
図
書
館
蔵
写
本
（
請
求
記
号
二
○
九
・
二
／
三
）。
外
題
「
伯
陽
民
談
記
」。

い
ま
内
題
「
伯
耆
民
談
記
」
に
よ
る
。

（
11
）
鳥
取
県
立
図
書
館
蔵
写
本
に
よ
る
。

（
12
）『
大
日
本
史
料
』
第
一
二
編
之
六
（
一
九
○
四
年
、
東
京
帝
国
大
学
）

（
13
）
注
10
の
写
本
に
同
じ
。

（
14
）『
米
子
市
史
』（
一
九
四
二
年
、
米
子
市
役
所
）
一
二
四
頁
所
引
。

　資
料
の
引
用
に
際
し
て
、
濁
点
、
句
読
点
、
会
話
を
示
す
「

　」
等
を
補
っ
た

ほ
か
、
明
ら
か
な
誤
脱
は
改
め
た
。

　本
稿
は
、
山
陰
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
山
陰
地
域
文
学
関
係
資
料
の
研
究
」（
二

○
一
六
～
一
八
年
度
、
代
表
・
野
本
瑠
美
）、
Ｊ
Ｓ
Ｐ
Ｓ
科
研
費
一
六
Ｋ
○
二
四

○
六
「
地
方
実
録
の
生
成
に
関
す
る
研
究
」
の
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

実
録
「
伯
州
米
子
の
城
下
敵
討
の
事
」
に
つ
い
て
（
田
中
則
雄
）

一
三

－ 206 －



　“Hakushuyonago-no-joka-katakiuchi-nokoto” is a historical novel, jitsuroku, concerned with 
Yonago-domain(Nakamura-family), in the early Edo period. It is based on the history of 
Yonago-domain, and connected with imaginary stories.

Key words：jitsuroku, a historical novel, novels in Edo period

On jitsuroku“Hakushuyonago-no-joka-katakiuchi-nokoto”

TANAKA Norio
（Shimane University, Faculty of Law and Literature）

〔A b s t r a c t〕

実
録
「
伯
州
米
子
の
城
下
敵
討
の
事
」
に
つ
い
て
（
田
中
則
雄
）

一
四
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一
、
は
じ
め
に

　本
資
料
は
後
鳥
羽
院
が
正
治
二
年
（
一
二
〇
〇
）
に
主
催
し
た
『
正
治
初
度
百

首
』
の
う
ち
、
十
人
の
歌
人
に
絞
っ
て
編
ま
れ
た
も
の
で
あ
る
。
本
資
料
の
価
値

は
、
ま
ず
『
正
治
初
度
百
首
』
の
最
善
本
の
一
つ
と
し
て
認
定
さ
れ
る
こ
と
で
あ

る
。
ま
た
、
新
編
国
歌
大
観
の
底
本
と
な
っ
た
宮
内
庁
書
陵
部
本
と
比
べ
て
、
本

文
な
ら
び
歌
順
に
独
自
の
と
こ
ろ
が
多
い
。
次
に
、
南
北
朝
期
の
歌
人
で
あ
る
頓

阿
に
よ
っ
て
『
正
治
初
度
百
首
』
の
改
編
さ
れ
た
痕
跡
を
奥
書
が
示
す
こ
と
で
あ

る
。
よ
っ
て
、
こ
の
本
は
一
種
の
異
本
と
も
言
い
得
る
。
最
も
特
徴
的
な
の
は
、

末
部
に
「
賜
題
次
第
」
の
記
述
が
あ
り
、
い
つ
誰
に
歌
題
が
命
じ
ら
れ
た
の
か
が

示
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
従
来
、
こ
の
百
首
歌
に
つ
い
て
の
動
向
を
示
す
資

料
と
し
て
『
明
月
記
』
や
『
正
治
二
年
俊
成
卿
和
字
奏
状
』
な
ど
が
あ
る
が
、
本

資
料
の
記
載
に
よ
っ
て
理
解
さ
れ
る
事
実
は
、
従
来
の
資
料
か
ら
は
窺
え
な
い
内

容
も
含
ま
れ
て
い
る
。

二
、
内
題
と
作
者
目
録

　内
題
、
な
ら
び
に
作
者
目
録
を
、
写
本
に
お
け
る
位
置
そ
の
ま
ま
に
見
て
み
る
。

射
山
百
首
和
謌

　正
治
二
年

【
論

　文
】摘

　
　要

　池
田
光
政
（
一
六
〇
九
～
一
六
八
二
）
は
多
く
の
歌
書
を
書
写
し
た
が
、
そ
の
中
に
は
日
本
古
典
文
学
研
究
上
重
要
な
も
の
も
多
い
。
林
原
美
術
館
所

蔵
の
『
射
山
百
首
和
謌
』
は
後
鳥
羽
院
に
よ
る
「
正
治
初
度
百
首
」
の
異
本
に
あ
た
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、
頓
阿
の
手
を
経
て
い
る
点
、
多
く
の
異

文
が
含
ま
れ
て
い
る
点
、
ま
た
後
鳥
羽
院
の
歌
人
た
ち
へ
の
下
命
時
期
の
記
載
の
あ
る
点
な
ど
、
現
存
す
る
他
本
に
は
見
受
け
ら
れ
な
い
と
こ
ろ
が
多

い
。
本
稿
で
は
、
そ
の
資
料
的
な
価
値
を
認
め
、
こ
こ
に
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
伝
来
に
関
わ
る
考
察
も
加
え
て
い
る
。

キ
ー
ワ
ー
ド

‥

池
田
光
政

　後
鳥
羽
院

　頓
阿

　正
治
初
度
百
首

　射
山
百
首
和
謌

池
田
光
政
ほ
か
筆
『
射
山
百
首
和
謌
』（
林
原
美
術
館
蔵
）
に
つ
い
て

原

　
　
　豊

　二

（
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
清
心
女
子
大
学
）

一
五

山
陰
研
究
（
第
九
号
）
二
〇
一
六
年
十
二
月
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